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に
於
で
述
，ベ
た
如
く
、
十
八
世
紀

Q

靈

慌

論

は

、
當
時.Q

恐

慌

が

景

氣

讓Q

1
摄
と 

L
て
周
期
的
，に
现
は
れ
な
か
つ
た
爲
、
個.々
の
歷
史
.的
事
實
と
し
て
の
.恐
慌
現
象
を
說
明
す
る
に
と
V
ま
り
、
恐
输
問
題
を
經
驗
斜
象 

か

ち

議

醫

に
’
即
ち
恐
慌
理
論
の.對
象
に
迄
高
め
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ1
。
次
い
で
十
.九
世
紀
初
葉
の
古
典
派
經
濟
黎
容
は
一 

步
を
®
め
、
恐
慌
否
萑
確
に
は
不
況
の
問
題
を
經
驗
對
象
か
ら
激
識
對
象
に
髙
め
、
不
況
‘
一
般
を
理
論
的
に
取
扱
は
ん
と
す
る
に
到 

•つ
、た
と
は
宏
へ
、

決
し
て
恐
慌
刀
至
不
況
を
そ
2

環
と
す
.る
景
氣
歸
一
猶
|
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0硏
霧
象
と
す
る
に
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!
到
ら
な
か
つ
た
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理
論
の
前
提
す
る
均
衡
經
濟
體
系
か
ら
出
發
し
、
.不
況
の
問
題
を
研
究
す
る
結
乘
ノ
斯
か
る
經
濟
體
系
內
.に
あ
つ
て
は
單
に
部
分
的
過 

剩
生
產
が
溃
釋
さ
れ
得
る•に
^

Cま
り
、.
'

1

股
的
過
剩
生
產
た
る
恐
慌
竝
び
に
そ
れ
に
次
い
で
現
は
れ
石
不
況
<■
存
在
を
否
定
す
る
に 

到
つ
た
。
又
マ
ル
サ
ス
、
ミ
ル..は
恐
慌
乃
至
不
況
の
存
往
を
認
め
、る
が
、
，
彼
等
も
亦
均
衡
氍
濟
體
系
に
立

_
す
る
爲
、
體
荼
そ
の
も
の 

,:
.
,
'
1-
-^;
に
感
慌
办
莖
不
況
か
：膩
0:
^:
-見
_

得
於
,
っ
密
？|
_匿

等
_
簾
^

.
與
怦
に
變
化
が
起
り
、.そ
の
結
媒
體
系
內
に
こ
れ
等
の
現.象
が
起
り
得
る
と
說
明
す
る
に
と̂
ま
.つ
た
。
.そ
れ
故
均
衡
體
系
に
と
っ
て.
 

は
恐
慌
乃
至
不
況
の
原
因
は
ル
あ
邮
な
、
從
つ
て
.
瓜
的
•な
^
の
に
と
r
ま
り
"
決
し
て
內
生
的
な
"
從
つ
て
必
然
的
な
も
の
と
し
て 

取
扱
は
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
媒
そ
れ
等
の
必
然
法
則
5:
.取
扱
ふ
所
0
恐
慌
乃
至
不
況
理
論
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
に
到
っ

た
*® 

斯
く
て
恐
慌
乃
至
不
況
、.更
に
そ
れ
等
を
そ
の
一
環
と
し
て
含
む
景
氣
變
動
の
問
題
は
均
衡
體
系
に
立
脚
す

.る
純
粹
理
論
に
ょ
っ
て.
'
 

は
解
決
し
離
い
や
ぅ
に
思
は
れ
た
。
玆
忙
於
て
こ
の
問
題
を
觥
決
す
る
が
爲
の
新
た
な
る
道
が
求
め
ら
れ
た
。
而
も
そ
れ
が
爲
に
次
の

•四
っ
の
I

切
り
開
か
れ
た
。
第
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|

理
論
、
第
一
i

靈

成

.
、
.第
三
は
響
的
硏
究
、
第
四
は.理
|

研

究

と

葬
'

，的
硏
究
の
統
一
で
あ
る
。
吾
人
は
こ
れ
等
の
道
を
同
時
に
見
出
し
た
の
で
は
な
く
"
寧
ろ
こ
れ
等
の
道
は
ジ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
な
現
實
の
歷 

史
的
發
M
過
程
を
賞
ぬ
き
、
內
的
必
然
性
を
以
つ
て
順
次
に
切
り
開
か
れ
て
い
.つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歷
史
的
發
展
過
程
は
略
々
三
つ 

の
段
歡
に
分
ち
#
る
。
第
一
は
事
實
の
記
述
と
理
論
的
分
析
と
が
混
合
さ
れ
る
に
と
V
ま
る
直
接
的
同1

性
の
段
階
、
第
二
は
こ
の
直
： 

接
的
同
一
.性
が
區
分
さ
れ
、.
一
方
は
理
論
的
分
析
を
强
調
し.、
純
粹
理
論
'0
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ビ
固
執
す
る
と
共
に
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方
は
理
論
を
放
棄
し
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即
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純̂
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論
と
統
Bt
的
研
究
の
對
立
牲
の
段
階
、
第
三
は
統
許
的
硏
究
に
よ
り
现
論
微
繹
の
前
提
た

る
與
件
を
具
體
化
し
，
こ
れ
に
ょ
つ
て
具
體
的
な
、
現
實
的
な
理
論
を
鞲
成
せ
ん
と

.し
、
統
計
的
研
究
と
理
；
#
的
硏
寫
の
，|
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0 >
綠
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企
圖
さ
れ
る
段
階
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あ
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濟
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驗
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り
、
1
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題
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解
決
せ
ん:^
す
る
や
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專
ち
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己
の
均
衡
經
濟
體
茶
か
ら
純
演
織
的
に 
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明
.せ
ん
と
オ
るo
そ
の
結
果
：は
、J1
記
ひ
如
く
、
.恐
慌
乃
至
不
双
の
事
實
を
否
定
す
る
か
、
‘こ
れ
を
認
め
る
に
し
て

.も
、
.そ
め
#
然 

:

:法
則
-0
演
繹
を
否
觉
す
务
か
、.孰
れ
か
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
か
ダ
た
め
で
あ
る0兹
忙
於
て
溃
釋
法2
は
反
對
に
歸
納
法
に
訴
卜̂
^
^
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則
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せ
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た
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斯

か

る
.»
換
支
齎
ら
し
た
推
進
ヵ
は
景
氣
變
動
や
研
究
領
域
そ
0

4

の
か
ら
钽
じ
て
涞
ネ
の
で
は
な<
、
寧
ろ
.十
九
世
紀
後 

.

半
' に
於
け
る
科
學
一
般
の
新
傾
向
、
從
っ
て
又
經
濟
擧
の
新
傾
向
ぬ
_
來
す
：る
。
：：即
ち
：そ
れ
ば
合
理‘壬
義
か
ら
經
驗
主_

へ
0
轉
換
，で 

%

り
、
^
:の
：結
艰
輕
驗
的
事
實
ひ
詳
細
な
る.硏
究
と
記
述
と
：が
經
驗
科
學
の

：

第
1
.
'
の
課
題
士
着
做
せ
れ
る
に
到
夕
た0
;で
^
^

學
.に
於
け
る
斯
か
-る
轉
換
は
獨
逸
の
.歷
史
派
經
濟
學
に
ょ
つ
て
胄
ら
さ
.れ
た
10
然
し
そ
れ
は
決
：し
て
獨
逸^-
限
石
も
2>
で
は
な
く
、
、英 

國
、
權
西
等
に
於
て
も
現
は
れ
た
の
で
あ-る
。
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'肩
知
の
如
く
、
古
典.派
に
對
す
る
歷
史
派.の
.批
判
は
、
输
者
の
理
論
が
全
く
經
驗
に
銮
づ
か
ず
“
現
實
か
ら
遊
離
し
て
ゐ
る
と
な
す 

點
に
あ
る
。
歷
史
派
經
濟
學
の
完
成
密
た
る
シ
，
ュ
モ
ー
ラ
ー
の
ロ

.吻
を
藉
り
て
沄
へ.ば
、
古
典
派
は
•

『

全
く
經
驗
か
ら
遊
離
し
た
合
理 

主
義
の
精
神
的
疾
患』(

訪)

の
爲
に
死
亡
し
た
の
で
あ
る
と
。
即
ち
多
様
為
る
規
定
の
統
一
■た
る
複
雜
な
現
實
の
經
濟
現
象
か
ら
軍
に 

:

景
氣
變
動
諭
の
端
初
的
形
態
 

.
‘

一

二 

(

四
二
九)



«

景
氣
變
動
.論
の
、
：端

初

的

形

態

 

.

，

/>

 

.

.

.

阻

(

四
3
0

〕

一
ニ
ぬ
規
觉
の
み
を
抽
象
し
、
こ
れ
を
根
本
前
提
と
し
て
普
遍
安
當
な
法
則
を
演
！

|

す
る
に
と
ぁ
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
歐
社
、
は

や， 

ま
つ
た
普
遍
化
と
杣
象
贮
陷
り"
何
等
現
實
性
を
說
明
し
得
な
い
と
。
斯
か
.る
缺
隞
釔
避
け
ん
が
爲
に
，比
、
吾
人
は
第
一
，に
國

0?

經
濟 

の
凡
ゆ
る
領
域
に
瓦
る
包
括
的
な
記
述
的
研
究
を
な
す
可
含
で
あ
り
、
•經
驗
的
材
料
の
览
勝
と
そ
の
記
述
と
が
經
濟
學
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.
•然
し
歷
史
派
.は
、
少
く
と
も
そ
の
理
想
よ
り
す
れ
ば
、
事
實
の
記
述
に
終
此
せ
ん
と
す
る
も
の

’で
は
な
い
。
更
に
ー
步
をi i
め

、

多

'

 

く
の
經
濟
現
象
を
正
確
に
比
較
し
、

1

定
ひ
型
に
分
類
し
、.そ
れ
等
典
型
的
事
實
相
互
の
關
聯
よ
り
因
果
法
則
5:
.歸
納
し
、
以
0
.て
现 

論
を
構
成
せ
ん
と
要
求
す
。

シ
ュ
モ1
ラ
.
1日
•く
。『

個
體
的
事
象
.の
科
學
‘は
'記
述
科
學
と
呼
ん
だ
方
が
適
當
と
思
ふ
が
、
そ
れ
は

i
%

理
論
の
豫
備
的
硏
究
を
與
へ
る
。•
»か
る
_
備
的
硏
究
は
、|
現
象
が
凡
ゆ
る
本
質
的
特
辦1

> 
原
因
結
果
に
從
つ
て
記
述
.さ
れ
て

/

'
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.
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

居
れ
ば
居
る
だ
け"
よ
り
完
金
な
も
の
で
あ
る
。
然
し
完
全
な
記
述
は
•又
現
象
の
完
全
な
分
類
、
兜
全
な
概
念
糨
成
、
個
體
的
窜
象
の 

觀
瘵
さ
れ
た
型
へ.の
芷
し
き
盤
理
、
可
能
な
る
諸
原
因
に
關
す
る
究
金
な
洞
察
を
前
提
士
す
る
。
そ
れ
故
凡
て
売
全
な
記
述
は
該
科
與 

■の
一
般
的
ホ
質
を
確
定
す
る
に
役
立
つ
。
旦
つ
科
學
が
旣
に
，よ
；

P

完
全
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け

•

完

全

な

記

述

と

事

象

、
の

一

般

的

關

聯

の
 

.
理
論
と
は
そ
'の
接
觸
が
.よ
力
密
接
で
あ
る
。
或
る
科
學
に
於
て
，孤
述
的
部
分
が
尙
ほ
不
完
佥
で
あ
り
、

.
理

論

が

取

に

暫

觉

的

な

、
.
尙

ほ
 

疑
は
し
い
、

一
部
早
ま
、つ
た
普
遍
化
の
集
横
に
過
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
雨
容
の
距
離
は
遠
い

®
で
あ
る
。
而
も
こ
れ
が
社
龠
科 

.
擧
の
現
狀
だ
と
思
ふ
。.
.

…

救
濟
の
手
段
‘は
、
第
l
-l
c
E
i
o
特

に

，
*
、
よ

り

多

く

、

よ

o

銳
く
、.よ
り
.良
く
觀
察
が
な
さ
れ、

.そ
し
て
よ

り
包
括
的
散
、
よ.
o良
き
各
種
の
記
述
的
經
驗
材
料
を
用
ひ
て
現
象
の
分
類
や
概
念
構
成
が
改
善
さ
れ
、
典
型
的
な
現
鈀
の
，順
序
竝
び 

に
そ
の
關
聯
、
そ
の
全
般
に
直
る
諸
原

2
1

が
よ
り
明
瞭
に
認
識
さ
れ
る
點
に
あ̂.
？
假
令
へ1

時
或
る
科
擧
に
，於
て
主
と
し
て
記
述
的
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硏
究
が
な
さ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
理
論
の
放
棄
で
は
な
く
、

•寧
ろ
.理
論Si

ど
づ
て
必
要
な
銎
礎
エ
祺
で
あ
る
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。
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右
の
シ
ュ
モ
ー
ラ
ー
の•
#葉
か

ら

明

ら

か

な

，
る

如

く

*
歷
史
派
に
と
つ
て
も
窮
極
の
目
的
は
法
則
の
設
定
»»
卯
ち
理
論
の
樹
立
に
あ 

つ
た
。
喵
經
濟
現
象
は
餘
り
に§

で
あ
り
、
ぞ
o;
爲
心
珊
法
則
乃
茧
其
他
の
法
則
に
環
元
さ
れ
得
ず
、
從
つ
て
因
梁
的
に
說
明
さ
れ 

得
な
v>
.が
爲
に
、
時
に
.單
に
事
實
の
記
述
な
る
方
法
に
訴
へ
ざ
る
を
得
ぬ
と
な
す
。
シ
ュ
，モ

.1
ラ

ー

に

撖

れ

ば

斯

加

る

‘
記

述

的

方

法 

は
法
則
的
說
明
が
不
可
能
な
敬Aロ
に
適
坩
さ
る
可
き
で
あ
各
と
。.即
ち
；s'
ュ
モi
フ

ー
に
と
つ
て
は
同
ニ
硏
究
に
兩
方
法
が
卬
ひ
ら
れ 

得
る
の
で
あ
る
。

r

從
つ
て
多
皺
の
且
つ
複
雜
な
國
民
經
濟
规.象
の
因
果
法
則
的
訛
明
と
個
體
記
述
的
敗
握
と
の
間
，の
，論
郇
は
事
貧
解
決 

さ
る
可
き
で
^
る
と
思
ふ
？
問
題
が
多
數
で
且
つ
複
雜
な
爲
に
因
艰
的
說
明
(0
-
道
が
斷
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、
吾
々
は
他
の
道
を
步
む
<
* 

そ
れ
故
兩
背
ひ
道
が
同
時
忆
沙
ま
れ
得
る
：
：
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斯
か
る
歷
史
派
の
硏
究
方
法
は
古
典
派
に
よ
つ
て
.袋
小
路
に
敗
ひ
.込
ん
だ
！̂
氣
變
動
論
に
新
た
な
る.逃
路
を
與
へ
た
の
で
あ
るo
即 

景
氣
變
動
S

端

初

的

形

‘
態
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(
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五
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ち
歷
史
派
の
研
究
方
法
は
、
思
惟
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
た
埒
衡
經
濟
體
系
か

&
m'
發
し
辍
濟
法
則
を
演
繹
す
る
代
り
に
、
直
接
經
驗
的

, 
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事
實
の
觀
察
、
览
集
、
分
類
か
ら
出
發
す
る
。
從
つ
て
斯
か
る
方
法
に
訴
へ
る

'時
は
、
均
衡
體
系
と
矛®
す
る
景
氣
變
動
、
特
に
恐
慌
，
 

の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
を
避
け
得
ら
れ
る
。
寧
ろ
景
氣
變
動
が
經
驗
的
事
實
と
し
て
繰
返
し

.現
は
れ
る
や
'
そ
れ
は
茁
に
經
驗
的
第

.究
對
f

l

し
た
。
 

,
‘
，

，

,

.
然
し
こ
の
逃
路
は
決
し
て
一
直
線
で
は
な
く
、
ジ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
な
^,
0-
で
あ
つ
た
。
即
ち
歷
史
派
の
方
法
はI

方
に
於
て
崩
極
目
的 

と
し
て
因
果
法
則
の
.設
宛
、
理
論
の
樹
立
へ
の
方
向
を
目
指
す
と
共
に
、
他
方
に
於
て
單
な
る
歷
史
的
事
實
の
記
述
の
方
向
を
迪
っ
'た 

;如
_

:
斯
_
か
方
法
ぬ
免
脚
,
名
；景
氣
變
_
論
4
事
實
0-
謙

ゼ

理

*

的

分

析

技
^-
:
3办
穷 

の
記
述
は
通
則
、
蓋
然
性
を
示
す
に
と
だ
ま
り
、
他
方
.理
論
的
分
析
は
法
則
、
必
然
性
を
把
握
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
り
、
酌
者
は
本
質 

に
於
て
異
な
る
。
更
に
詳
し
く
宕
へ
ば
ノ
事
實
の
記
述
に
ょ
り
現
象
坐
起
1の
順
序
に
類
型(

通
則)

が
得
ら
れ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
單

.
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に
&
去
の
>
く
っ
か
の
場
合
に
斯
か
る
順

」

序
，に
.於
て
現
象
が
坐
起
し
た
と
宕
ふ
に
と
ぐ
ま
り
、
將
來
も
斯
か
る
順
序
に
於
て
現
は
れ
得 

る
で
あ
ら
ぅ
と
の
蓋
然
性
を
示
す
に
とV
ま
る
。
こ
れ
に
反
し
理
論
的
分
析
は
、
先
づ
主
観
の
思
惟
作
用
に
ょ
り
、
多
種
多
機
な
諸
現 

象
か
ら
い
く
っ
か
の
共
通
の
'條
件
を
抽
象
し
來
り
*
そ
れ
等
條
件
を
與
件
と
し
て
、
そ
ル
か
ら
思
惟
作
用
に
ょ
り
货
則
を
演
釋
す
る
の

で
あ
り
、
斯
か
る
與
件
が
與
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
-
常
に
こ
の
法
則
が
必
然
的
に
妥
當
す
る
こ
と
を
明
ら
か
な
ら
し
め
ん
^'
す
る
の
で〉
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0

あ
る
。
こ
の
本
質
上
異
な
る
琪
實
の
記
述
と
理
論
的
分
析
な
る
ニ
っ
の
方
向
間
仑
彷
徨
ふ
所
の
混
合
理
論
め
道
を
先
づ
景
氣
變
動
論
は

歩

ん

だ

：
の
：セ

あ

る

,'
0
そ
れ
故
景
氣
變
動
論
め
端
初
的
形
態
は
痕̂

■

茲
.に
取
扱
ふ
傾
^
.に
屬
す
る
者
と
.し

て

先

づ

ヂ

ュ

，
：
グ

，
テ

ふ

d
e
n
t

^

®

0

M

^

l
げ
得
ち.

れ
る
。
彼
は
一
八$

ハ
年
以
來
^

§

^. 

d
e-.
W

J

^

o

o

g

B

I

や

w'c
c
n
o
m
i
s
t
e
^
r
a
n
f
a
m

誌
上
ぬ
發
表
、し
た
諸
論
文*-
び
.特
^

ブ
.八
六
0
年
出
贼
の
..
.;

『

怫
蘭
西
、
英
國
*
合
衆

11
に
^
け
る
商
業
恐
慌
と
そ
の
周
期
的
反
覆

』
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wtats-unis)

な
る
單
行
本
に
於
て
、
古
典
派
の
袋
小
路
か
ら
脫
出
す
る
爲
め
新
た
な
：る
道
を
渉
み
出
し
た
。
即

:•
ち
右
著
書
が
；
部
藤
史
的
な
、:,
4
*

經
訃
的
な
經
驗
材
料
呤
記
述
：ぬ
滿.ち
角
ゐ
态
鼢
か
ら
明
ら
念
如
く
、
彼
は
經
驗
的
事
實
そ
'の
：も

.
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.

の
を
公
平
に
硏
究
す
る
こ
と
に.ょ
つ
て
恐
慌
の
周
期
性
を
、
從
つ
て.一
.つ
の
^

^
と
他
0
恐
慌
と
を
結
び
付
け
る
不
況
、
#
況
を
も
含 

ん
だ
景
氣
變
動
を
說
明
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
點
明
ら
か
に
彼
は

十：！

典
派
と
反
對
に
經
驗
主
義‘の
立
場
に
立
つ
。

彼
は
從
來
不
況
の
み
を
取
扱
つ
だ
十

2

典
派
の
問
題
避
出
を
狹
き
に
失
す
る
と
な
し
た
。
.と
.

1
K

ふ
の
は
、
彼
は
經
驗
的
事
實
ぬ
統
許
的 

硏
究
に
ょ
り
、.恐
慌
に
先
觉
つ
て
常
に
好
況
が
存
し
、
.且
つ
好
況
が
存
す
れ
ば
と
そ
恐
慌
が
起
る0
で

あ

り

、
,'
-
從

つ

て

好

況

を

も

問

題
 

の
內
に
取
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ'と
の
結
論
に
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。#
は
そ
の
奢
書
の
序
文
に
次.の
や
ぅ
に
記
し
て
ゐ
る

T

何
等
か
-
 

の
理
論
乃
至
假
定
を
用
ふ
る
こ
と
な
く
、
.
.旣
に
事
實
の
觀
察
の
み‘で
恐
慌
及
び
そ
の
周
期
性
の
法
則
を
發
見
す
る
に
充
分
で
あ
’つ
た
。

』 

(

註
ー〕

と
こ
ろ
で
.『

ー
つ
の
恐
慌
は
決
し
て
突
然
現
は
れ
る
の
で
は
.な
く
•
常
に
そ
れ
に
先
立
つ
て
非
常
な
繁
榮
と
好
況
の
時
期
が
現 

は
れ
た』

§

)

.

.と
。
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景
氣
變
動
論
の
端
初
的
形
態
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そ
れ
故
て
ダ
ラ
丨
は
第
一
に
、
經
驗
的
事
實
そ
の
も
の
、
觀
察
か
，ら
;1
,
1不
況
の
問
題
を
景
氣
變
動
の
問
題
に
擴
大
し
た0第
二 

に
彼
は
一
八
五
六
年
以
後
の
佛
蘭
西
、
英
國
、
合
_衆
_國
の
經
濟
事
實
を
觀
察
す
名
こ
と
に
ょ
り
、
恐*^
が
ー
问
的
見
象
で
は
ま
く
、 

•
■
的
に
常
に
繰
返
し
現
は
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
-
以
つ
て
恐
慌
の
周
期
性
、
從
つ
て
景
氣
變
動
の
循
環
性
を
問
題
と
し
て
提
出 

し
.た
。

シ
，ュ
ビ
丨
ト
ホ
丨
フ
の
言
を
藉
り
て
云
へ
ば
、
，彼
こ
そ
..

『

硏
究
の
新
時
代
の
開
妬
者
と
看
做
さ
る
可
きで
あ
り』

@

彼
に
ょ 

つ
て
恐
慌
乃
筆S

Q

み
を
問
題
と
し
た『

霞

l
i

動
論
前
史』

.
Q

時
代
か
ら
景
氣
變
動
そ
の
も
？

問

題

参

る

『

景
氣
變
動
論
史』

の
時
代
へ
の
が
窗
ら
ざ
れ
た
の
で
あ
る
.。

 

-
,

• 

..
 

■
 

.
 

.
 

•
 

■
 

•
:

:

註 

Spietho 
内 ArtikerVKrisens’in 

“ 
HandwSrterbuch der Staatswissenschaften. 4* A

U
A
.
B
d
.

,<
L S. 61.

新
時
代
に
入
！

共
に
多
く
の
追
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等
が
擧
げ
得
ら
れ
る
。
特
に>ソ
.ガ
シ
，禁

に

ブ

ニ

ア

？

ン
は
、
旣
に
そ
の
裁
書
の
表
題
が 

示
す
如
く
、
恐
慌
史
の
硏
究
を
中
心
と
し
て
居
り
、
又
.ア
フ
タ
リ
オ
ン
.は
そ
の
著
書
の
大
訊
分
を
葬
的
硏
究
に

g
含
、
こ
れ
に
ょ
つ. 

ぐ
て
梟
爾
: ^
動
办
觀
_
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卿
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に
麻
々
'0
場
廣
§
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^
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尤
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實
グ
景
氣
變
雛
を
體
系
的
に.
,公
¥
に
、

經
驗
的
事
實
に
立̂

し
て
硏
究
す
可
き
こ
と
を&
し
て
ゐ
る
o
レ
キ
ュ
ー
ル
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シ
ュ
ビ
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グ
ラ
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の
追
隨
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得
る
.0
-

レ
テ
ラ
.
l(

w
日 il Lederer, 

K
o
n
l
u
n
k
H
r

 

.
s
w
s
* 

^

0

.

. 

w
<
>
b
t
'
I 

T
e
i
K
J
O
o

i^

略
々
同一

彥

I
立
.つ
。
.彼
は一

方
に
於
て
啟
慌
理
論
の
.課
題
を『

恐
慌
が
資
本
主
義
社
會
の
遝励
か
ら
坐
じ
來
た
る
發
展
諸.段
階
：の' 

.必
然
的
.な
破
產
離
；现
様
式
で
ぁ
：る.か
、
そ
れ
と
も
恐
慌
は
先
々
の
場
合
國
民經
濟
及
び
.弛
探
經
濟
の
‘循
環
過
程
に
於
け
る
非
^

^g

ま 

「

非
經
濟
的
な」

具
體
的
事
實
に
歸さ
れ
る
か
否
か
を研
究
す
'る
に
ぁ
る』

(

註
ー
ソ
と
規
觉
し
て
ゐ
る
。
そ
れ̂
彼
は
、
71
1
典
屈
Z>
I
H濟 

學
者
と
同
じ
.く
、
單
に
恐
他
が
經
驗
的
事
實
と
七
て
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
と
茨
つ
て
、

直
ち
に
こ
れ
を
理
論
の
對
象
と
し
て
取
り上 

げ

ず

寧

ろ

恐
'慌
か
媒
し
て
經
濟
組
織
ょ
り
の.內
坐
的
原
闪
に
-±
-
つ
て
必
然
的
に
現
比
れ
來
た
る
も.の
，で
ぁ
>る
か
否
か
、
從
つ
て
必
然 

法
則
を
’取
扱
ふ
_

.
§
象
た
り
得
る
か
否
かQ

麗

集

づ

提

出

し

て
t

。
然
し
他
方
に
於
て
彼
致
に
恐
慌
が
繰
り
返
し
現
は 

れ
る
こ
の
經
驗
的
事
實
•の
觀
察
から
し
て
、
茴
ち
に
恐
慌
忙
は
通
則
が
ぁ
り
、從
つ
.て
&
論
の
對
象
た
り
得
る
と
な
し
、次
の
如
く
述 

ベ
て
ゐ
る
。『

次
が
正
に
.景
氣
過
程
の
觀
瘵
は
、，

が
正
常
で
ぁ
り
ノ
少
ぐ
と
も
通
則
を
レ
す
し
と
を
示
す

』
(

蝕
二)

と
。

/

::
:」

景
氣
變
：動_
:の
醤
的
形
態
■へ
つ.
.
V 

ソ'
.ハ
.：
：
 

V
.
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Lederer, Ebsda. S. 36
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•

.

tl
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Ebenda. s. ,360 

.
 

-

.

デ

^
グ
ラ
ー
を
初
.と
し
、
こ
れ
等
の
人
々
は
問
，題̂
不
況
■か
ら
景
氣
變
動
.に
擴
大
し
、
且
つ
そ
の
.循
環
性
を
問
題
と
す
る
點
に
於
て

古
典
派
と
異
な
る
。•然
し
他
方
こ
れ
等
新
傾
向‘
I馬
ず
.る
人
々
の
問
■
双
出
は
、
次
の
二
つ
の
點
に
於
て̂
典
派
と
一
.致
.す
。

、
 

、
、 

.

.

第

一.

に
個
々
の
經
驗
的
事
實
と
し
て
の
景
氣
變
動
を
で
は
な
く
、
砉
氣
變
動
一
般
を
問
題
と
す
る
點
に
於
て
、

十：：

典
派
と
そ
の
問
題

の
提
出
が
一
致
し
て.ゐ
る
。
 

，
. 

：

；

：

-

 

薔
し
デ
ュ
ダ
ラ
ー
は
夫
，々.の
場
合
に
於
け
る.景
氣
變
動
の
諸
現
象
を
明
確
な'
•ら
し
め
る
：に
：と̂

ま
ら
ず
、
こ
れ
等
材
料
か
も
勤
象,

.

.

.
、
.
.
.
.
.
.
. 

. V 

. 

.

.

.

. 

.

•*
' 

. 

■ 

.!

.

:

:
. 
- 

’

.
'

動
一
般
の
本
質
を
見
此
さ
ん‘と
し
た
の
で
あ
‘る
。
從
は
凡
ゆ
る
景
氣
變
動
が.そ
.‘の.根
本
的
特
徵
に
於
て
は
相2
に
等
し
く
、.唯
個
々
：の 

偶
然
的
特
殊
事
情
に̂,
つ
て
區
別
さ
れ
る.に
.と
^

*
る
と
.み
て
ゐ
各
0
.
:
如
^

1
各
種
0'
#
情
の
下
に
.於
^

凡
■ゆ
る
時
凡
ゆ
る
國
に
於

」 

.て
、
又
凡
ゆ
.る
國
家
形
，態
の
下
に
於
て*
同
一
事
象
.の
反
覆
と
そ
の
現
れ
こ
そ
蓖
人
が
觀
察
す
可
き
こ
と
で
あ
'つ
た
0』(

胜
0

『

斯
か 

る
斷
定
は
批
判
を
蒙
る
と
は

1
K

へ
、
こ
の
佌
紀(

十
九
世
紀)

の
前
平
と
同
樣
後
半
に
於
て
も
諸
恐
慌
が
根
次
い
で
現
は
れ
て
居
り
、
そ 

の
際
そ
れ
等
：恐
慌
は-全
事
象
を
賞
ぬ
い
て
同
一
の
諸
局
面
を
經
過
し
だ
の
で
あ
り
、
全
事
象
は

*

々
#
殊
の
様
相
を
^
 

*

 

決
、レ
て
_
著
於
特
徵
は
何
等
見
失
は
れ
て
居
ら
ず
、從
つ
て
吾
人
は
そ
れ
等
崩
壞

h
紙
產
.盤
®
の
時
期
に
先
立
つ
繁
榮
の
時
期
と
共
に
、

,

循
環
の
最
後
の
：段
階
な
る

1

八
六
四
年
、
ま

®
‘
«

« '
に
八
一
一
年
o'
諸
恐
慌
を
經
驗
し
た』

：0

0

と
。
そ
れ
故
彼
は
個
タ
の
景
氣

• 
'■•
•
•
•

 

;
-
•
•
•
• 

•

 

. 

, 

-

•
變
動
に
共
通
'し
’た
顯
著
な
特
徵
を
遴
び
出
し
、
こ
れ
等
を
結
び
つ
け
て
景
氣
循
環
の
典
型
を

_
敗
し
、
斯
く
す
る
こ
と
に
よ
.つ
て
景
氣

變
励
一
般
の
本
質5:
-
把
握
:%
ん
.と
す
.る
？
被
；が
景
氣
變
動'ー.
_

に
訴
へ
、
純
粹
思
惟
の
演
繹
に
よ
ら
ざ
る
限
り
、
古
典
派
と
異
る
と
は
一

K

n
一
 {

见
の
時
*

一
：定Q,

場
所
に
制
約
さ
れ
ぎ
る

f

般
的
問 

題
を
提
出
す
.る
點
に
於
.て
古
典
派
と一

致
ず
。， 

• 

:

'‘

■.
ノ

ノ

入
'̂

.

.強

--
*…

Juglar. crises'co 
日
I
n
e
r
c
i
a

rr
s
.bo
aK
J
.
. 

p. 3QV.

-.''.-: 
.
'■ ■■ 

■.■ノ
ノ.
'

註
ニ
. ibid. P. 3. 

: 

. 

' 

. 

;
:
ィ

.

.
然

し

とれ
等
新
傾
向
に
屬
す
る
人
々
が
景
氣
變

§
T

般
を
問
題
と
す
る
と
は
一

K

へ
-
、人
々
に

よ

.
つ
て
ー
そ

0
程

«

^

#

#
0
_

^
が
あ 

-

「

る
。

「

匆
論
景
氣
變
動
ば
資
本
主
義
ぬ
特
耷
仏
規
激.で
：あ
り
'
然
.る
.限
だ
時
間
的
、
場
所
的
制
約
は
あ
岑
。
有

れ06:み 

の
發
股
段
階
に
上
り
恐
慌
の
性
質
も
異
な.る
？
.
.力
ッ
'セ
ル
に
よ
れ
ば.、
經
濟
生
活
の
激
烈
な
德
亂
と
解
し
た
廣_
の
恐
慌
は
勿
論
^
 々

非
常
に
異
な
.っ
た
性
質
を
持
ち
得.る
士
。
歷
史
上
の
諸‘恐
慌
は
峙
に
.經
濟.

Q

大
變
革
や
新
制
度
、.新
事
情
と
結
が
っ
い•て
.現
は
れ
た
9 

例
へ
ば
貨
幣
經
濟
の
發
達
は#■
く
の
恐
慌
を
惹
き
起
し
た
の
で
あ
り"そ
れ
等
ば
貨
幣
制
度
や
紙
龄
發
行
操
作
の
過
誤
に
歸
名
れ
得
る
。 

更
に
■恐
慌
は
信
用
、
特
に
國
家
信
用
乃.至
鈒
行
乎
形
の
亂
發
に
よ.っ
.て
惹
き
起
さ
れ
た
、
又
初
期
の
株
式
制
度
は
投
機
を
誘
發
し
、
.恐 

慌
を
伴
ふ
危
險
が
大
き.か
っ
た
。
西
歐
，.の
商
業
圈
_が
全
世
枞
に
擴
大
さ
れ
、
そ
の
結
见
旣
存
の
經
濟
狀
態
が
變
化
し
た
爲
に
多
く
の
恐 

•
••
慌
が
起Q

た
。
例
べ
ば
十
八
世
紀
及
び
十
九
世
紀
骱
半
の#
ぐ
の
商
業
恐
慌
枕
植
民
地
市
場.I

kす
る
，知
識
の
缺
如
や
、
通
！

g
E
g

關
の

:

不
備
：に

養
■

へ.看

民

地
■

■

:1
:
:
:1 :
業
_

物
一
の
：輟

の
他
生
產
技
術
の
•大
變
革
や
、
流
行.の
變
化
、
更
に
戰
卻
等
が
恐
慌
の
原"因
と
な
っ
■た
。
そ
れ
故
力
.ダ
セ
ル
は
廣
緣
.に
解
し
た
恐
愉
に 

..
■
景
氣
變
動
論
の
..端
初
的
形
蕺
 

.，
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景
氣
變
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論
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の

端

初

的

形

態
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對
し
一
般
的
乃
至
統
一
的
理
論
を
鞲
成T
る
こ
と
ほ
不
可
能
で
あ
る
と
な
す
。
然
し
彼
は
恐
慌
乃
至
景
氣
變
動
一
.般
な
晶
題
を
提
出 

す
る
と
と
を
全
然
放
獎

o

た
わ
け
で
は
.な
く
、.寧
ろ
十
_九
世
紀
七
十
年
代
以
後
の
斯
か
る
現
象
に
對
し
，て
.は
，ー.
.般
的
問
.題
0
提
出
が
可 

能
で
t

と
み
て
ゐ
.今
そ
の
論
據
と
す
る
所
は
、
取
に.そ
れ
以
前
の
恐
慌
に
就
い
.て
統
計
材
料
を
缺
く
が
爲
ば
か
り
で
な
く
逡
に
内 

的
微
據
と
し
て
次
の
點
を
擧
げ
て
ゐ.る

。

『

上

記

，
の
•時
期
以
後
初
め
て
非
常
に
統

一.

的
性
質
を
持
つ
た
世
界
經
濟
が
發
展
し
、
そ
の
結
弗 

1
.般
に
そ
れ
を
金
體
と
し
て
觀
察
す
る
こ.と
が
可
能
.で
あ
る
0*
同
二
時
期
以
後
初
め
て
古
い
諸
經
濟
胲
態
，は
一
股
に
、
決
觉
的
に

"

党 

服
さ
れ
、
近
代
'の
交
換
經
濟
や
分
業
的
坐
産
に
置
き
換
へ
ら
れ
て
居
り
、
又
虼
代
的
坐
產
及
び
運
輸
技
術
が
办
强
さ
れ
て
ゐ
為
最
後

に
I

期
I

 

|

古
§

請

l

i

慌

醫

f

菜

l

l

l

f
、
l

l

g

l

l

g近
代
的

形
態
が一

定
のg

微
を
以
つ
て
現
は
れ
て
來
て
居
る
替
だ
と
思
ふ

j 

®

o『

こ
、
に
觀
察
し
た
時
期
に
屬
す'る
諸
恐
慌
は
*
る
程
度 

典
通
/の
性
質
を
持
ち
、.本
質
上
同一

諸
原
因
の
所
産
で.あ
り
、
そ
れ
等
原
因
は
今
後
益
々
.統
一
的
に
現
は
れ
る
經
濟
坐
活
の
波
動
運
動 

を
決
定
す
る
し
、.他
方
虫
と
し
て
以
前.

Q

諸
恐
慌
•が
支
配
さ
れ
.て
ゐ
た
所
の
多
く
の
偶
然
的
填
情
は
益
1々

に
隱
れ
る
。
：
：
七
十.
 

年
代
と
共
に
初
め
て
斯
か
る
變
化
が
頗
る
廣
範
圍
に
亙
つ
て
行
は
れ
、
そ
の
結
果
恐
慌
竝
び
に
景
氣
運
動
め
新
允
な
絲
一
的
な
型
が
明 

瞭
に
現
は
れ
る
に
，至
つた
。

斯
か
る
理
出
か
ら
し
て
近
代
の
景
氣
運
動
の
理
論
に
對
す
る
或
る
疑
惑
が
生
ず
岑
の
で
あ
り
、
そ
れ
等
疑

.
 

惑
は
多
く十：！

い
恐
慌
史
の
材
料
に
恶
づ
い
て
居
る
の
で
あ
り
、'X
吾
々
が
こ
の
際
.そ
の
觀
察
を
一
八
七0
年
队
後
の
時
耻
に
眼
る
こ
：と 

'が
^
認
さ
る』

(

註
’

I
I
)

と
。
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•
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.
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V
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■
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/，
，

-

孰
れ
に
.せ
よ
、
新
傾
向
に
，風
す
る
人
々
は
、
個
々
の
經
驗
的
事
實
材
料
.に
立
«

^
':
.そ
れ
か
ら
典
型
的
景
氣
變
動1
.般
を
_
成
し
、 

こ
れ
を
問
題
と
し
て
提
出
す
る
點
に
於
て
軸
を

j

つ
に
し
て
ゐ
る
。

y

然
じ
典
型
的
臂
氣
變
卿
の
根
本
的
特
徵
と
し
て
何
を
選
ぶ
か
は
ん 

々
に
よ
.つ

て

雪

。
辦k

 

一
 

§

1

、
0

へ
ば
投
資
速
度
の
交
代
的
變
化
ぶI

財
I

の
變
I

f

著
し
い
i

等
は
多 

く
の
人
々
に
よ
つ
て
极
本
的
特
徽
と
し
て
，選
ば
れ
て
ゐ
る
o
然
し
他
方
.に
於
て
可
成
り
_の
不
.ニ
致
が
存
す
？
例
べ
ば
、
デ
チ
グ.ラ
.丨
や 

ア
フ
タ
リ
オ
.ン
.は
價
格
の
騰
落
を
、
シ
ュ
ピ
ー
ト
ホ
ー
フ
は
投
資
速
鹿
の
交
代
的
變
化
を
、
ビ
グ
ー
は
生
商
諸
要
素
の
使
用

t

の
交
代 

的
變
牝
を
失
：々
*
氣
變
動
の
磁
本
的
特
徵!̂
み
：て
ゐ
冬
0
:
::'
'

.:
ヤ
^
 

. 

,

 

v
>そ
れ
故
經
驗
的
事*
の
'觀
察
を.

景
氣
變
動
硏
.究
の
出
發
點
-と
す
る
シ
ュ
ビ
ー
ト
ホ
ー
フ
も
、
.斯
か
か
硏
^
ガ
法
の
困
雜
と
铨
險
と
を 

率
直
に
認
め
て
ゐ
る.
o

『

景
氣
變
動
は
寫
眞
器
を
用
ひ
て
寫
す
や
ぅ
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
硏
究
者
は
殆
ん
ど
見
羅
し
難
ハ
多
く
：の
現 

象
.の
^
-力
ら
^
定
^
な
_も
の
'2
:
重
要
.な
„ら
ざ
る
.も
の
_
を̂
、
.又
規
則
的
.な
..も
：の
.，
と

偶

然

的

な
.も
.の
.と
.を
區
別
^
な
け
れ
.ば
な
_ら
.
.ぬ
し
、 

自
分
で
好
況
、
恐
慌
、
不
況
の
獨
特
な
現
象
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
得
ら
れ
た
描
寫
は
そ
の
凡
ゆ
る
部
分
が
凶
然
的
な

'
 

の
で
は
な
く
、
寧
ろ
正
に.そ
の
主
要
な
特
微
が
敍
述
胬
の
見
，方
に
、
即
ち
個
人
的
判
斷
に
依
據
し
て
ゐ
る
。
學
說
上
，の
考
慮
か
ら
決
定 

:

的
歎
.も
.：の
_

至
は
章
要
な
名
ず
る
ネ
の
蓄
做
さ
れ
锝
る
逮
渐
ば
別
間

的
な
も
，の
X
潑
見
を
困
難
な
らし

：©

る
。：一

つ
乃
至
ニ
三
の
歷
史
上
の
景
氣
變
動
か
ら
の
觀
察
を
一
般
化
す
危
險
が
常
に
存
す
る
の
で 

.あ
り
、
且
つ
統
at
的
把
握
を
缺
き
或
社
ぞ
れ
が
不
可
能
で
あ
り
、
又
個
，タ
の
裼
合
‘の
觀
察
と
侗
，々
0 ;
-
場

合

を

取

ゎ

上

る

こ

と

が

唯

一

の

 ̂
 ̂

 ̂

ぐ：
；::.
;
/
” 
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■
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景
氣
變
動
論
の
端
初
的
形
態'
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道
で
あ
る
時
は
、‘特
に
斯
か
る
危
險
が
あ
る

』
(

B

と
。
そ
れ
故
經
驗
的
事
實
の
觀
察
な
る
方
法
を
以
つ
て
し
て
は
銃
一
あ
る
㈣
_

的

,問
題
.の
提
出
は
不
可
能
で.；あ
.り
、
Jr
か
る
景
氣
變
動
理
論
は
主
觀
性
を
淸
算
す
る
こ■と

が

出

來

な

，
い

.の
であ

..

る
。.

誰
.
.

.spiethojRF'Krisenvs. 10..

. 

■ 

、
.

■

 •

 
»

 
.

.
.

 

#

'■
•こ
第
ご
に
新
傾
向
に
屬
す
る
人
々
は
假
令
：、へ
景
氣
變
動
.へ
：問
題
を
擴
大
し
た
と
：は
今
へ
、

：

尙
ほ
恐
慌
乃
至
不
祝
を
中
：心
問
題
^
ず
る
軸 

に
於
て
、
古
典
派
と
そ
の
問
題
の
提
出
が
一
致
し
て
ゐ
る
。

，
 

フ
心
ナ
ニ
.,

:
-:
-
.

例
へ
ば
ッ
ガ
ン
•

バ
‘

ラ
ノ
-ゥ
ス
キ
ー
は
そ
の著

「

英
國
に
於
け
る
商
業
恐
慌
の
理
論
^:

勝
史
の
餅
^

J
+
'
第

I

M第
.一#

に
於
て
、
専 

ら
古
典
派
と
同
様
に一
般
的
過
剩
坐
產
と
し
て
の
恐
慌
が
理
論
上
可
能
な
り
や
否
や
ノ
又
必
然
的
な
り
や
否
や
の
問
題
を
取
极
つ
て
ゐ 

る
。
次
い
で
以
下
の
章
に
於
て
英
國
恐
慌
史
の
研
究
に
移
り
、
第
.
.ー
篇
最
後
0-
章
忙
至
、つ
て
初
め
て
景
氣
循
環
が
論
乜
ら
れ.て
ゐ
る
0 

然
し
そ
の
場
合
に
於
て
も
恐
慌.が
興
味
の
中
心
を
な
し*
從

つ

，
て

景

氣

上

#
は
問
題
と
し
1
取

：
り^'
げ
ら
れ
ず
、
唯
恐
慌
の
周
期
性0
.‘

み
が
第
—*
窣
と
異
つ
た
新
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
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■
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-

デ
产
グ
ラ
ー
も
亦
彼.の
中
心
問
題
と
し
：て
恐
慌
を
取
扱
つ
て
居
り
：、
：

；

又
ア
フ
タ
リ
オ
シ
も
そ
の
著
書
の
表
罾
扁
期
的
一
般
的
過
剩
'
 

;生產恐が示す如ぐ

〔 >
1

般
的
過
剩
生
崔：

の
說
明
に
重
：點
が
置
か
れ
て
：ゐ
る
ゃ
レ
キ
ュ
ー
ル
に
就
い
て
も
同
様
の
事
が
宏
は
れ
得 

る
。

レ
デ
ラ
ー
は
明
瞭
に
次
の.や
：ぅ
に
記
し
て.ゐ
る
0『

恐
慌
理
論
0
課
題
は
經
濟
热
慌
の
諸
原
因
免
闞
明
す
る
：に
あ
名
。
‘
.
：
恐
慌
は

l

»

f

 

，
ピ
I

 
ホ
1
フ

，

も

『

核
心
的
問
題
は
過
剰
生
產
だ

i
c
l
a
i

述
べ
て
'ゐ.る

,0
'

"

■■
■

'
リ
'

'註
. 

一.；
Lederer, K

O

*2.unktur-un'd .KriseD'in 

” 

Gmndriss der SOMia

orkonomir.IV.. A
t
l
r

I»*
'
T
e
i
J
, 

.'SVS60-.61'

-
'
'

訪 
ニ 

^
 

w

s

f 

 ̂

>
c
p
- 

w
. 

p

V

: 

.
:■
•

“-

■■
■
:-
-
.

 

. 

. 
’
 

:
 

.

. 

.

.

.

.

.

:■
.
: 

: 

.

.
っ
'

'

I
;
.
. ....
 

:

■

、
.
.

 
•i;
.':. 

.
 

:
■
■ 

: 

J
.
.
-
.

 

.
 

. 

.
 

.

.

.

.■
乂

,

'

,
こ
れ
等
新
傾
向
^
屬
す
名
^

々

が

；
結

局

，
ゆ

於

て

恐

慌

乃

.至
不
況
h
和
か
.還

.
^

ぁ
名
？
斯
く
.そ
の
問
題
.0
艰
2
:に
於
て
古
赛
派
と
のf

致
點
が
認
ゆ
ら
れ
る
が
、.
方
相
違
®
が
存
す
o
:.
::
'

:

て 

古
典
派
の
人

と々
離̂
;

勿
論
そ
の
問
題
を
經
驗
か
ら&
き
肚
し
た
の
で
あ
る0
然
し
，彼
等
，ば
直
接
經
驗
に
與
へ
ら
れ
た
も
の
：、
即
ち
.

:

.
■■
-
•
.
'
■
.
.
'.
'

■

.:
*
.
..■
.

'
パ

’
.

：
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:

多
殲
な
.石
規
定
の
銃I

た
る
現
象
そ
の
.も
の
を
問
題
と
せ
ず
、
寧
ろ
隔
離
法
を.用
，ひ
.、
.多
様
な
：る
规
定
の
內
理
論
的
に
解
決
し
得
る
特
.
 

'
定
の
銳
定
の
み
を
思
惟
に
ょ.つ
て
隔
離
'
即

ち

抽

象

し

，；
、

.こ
れ
の〗

み
そ
理
論
的
硏
觉
の*'
象
と
し
文
ゐ
る
0
'換
言
す
れ
ば
^
^

驗
對
象
で
は
な
く
、
思
惟
對
象
を
問
f

r
と
す
る
。
そ
れ
故
均
衡
體
系
に
立
脚
し
て
：ゐ
：る
：彼
等
.は
均
衡
か
ら
說 

の
硏
究
對
象
か
ら
除
外
し
、
：，唯
不
況
の
み
を
懈
決
.す
可
き
問
題
と
しV.

提
出
し
て
：ゐ
る
。

.■
■;然
る
に
故
惟
構
成
砌#
る
輛
衡
體
系
に
固
執
す
名
結
果;:
>
彼
_
炖
1
般
別
過
剩
生
產
と
し|て
.
0

內
的
矛
盾
に
陷
つ
：た_
0で
あ
名
。
.こ

の

需
|:
:
方
服
せ
ん
と
し
て
新_
向
：に
屬
す
る
.人
々
は
;1
1

.*
經
驗
そ
の
も
.の
.に
師
へ
.、
..
恐
慌
、
不 

,

況
の
質
在
す
る
こ
とt
認
め
る
に
と
^
ま
ら
ず
、
：更
：に
影
氣
土#:
の
實
莅
す
る
と
<*
:
を

認

办

、
：
：
恐

慌

、

/不
»
を
そ
れ
自
身
の
.内
：に
含
む 

“廣
氣：

の
：隹
昇
下
降
べ4
問
題
を
鑛
大
す
る
と
共
に
、.'そ
；：の.景

氣

選
0
問
題
を
提
出
し
：た。
 ̂

.
':
-
-
:
:
'
フ
.

、
.

,
.

然
し
被
等
は
古
典
派
の
入.々
が
思
惟
に
固
執
せ.る
と
は
：反
對
に
經
驗
に
固
執
す
名
爲
、
自
ら
？

^
:
:的
矛
盾
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
か<> 

"
た
。
何
と
な
れ
ば
、
經
驗
に
與
へ
ち
れ
た
景
氣
循
環
を
直
あ
ル
理
論
的
硏
ダ
の
對
象

^
ず
る
爲
\
先
づ
，景

.«
の
一
局
茴(

例

：
：
へ

ぼ
 ̂

景
氣
變
動
論
の
踹
初
的
形
態
 

■

 

- 

/. 

I
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景
氣
變
動
論
，の
端
初
的
形
態
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て
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四
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か
ら
，そ
の
硏
究
を
出
發
し
な
、け
れ
ば
な
ら
紅
が
、
-
.景

氣

の

一

局

面

(

，
上

.#)

は
%'
れ

自

身他
の
揭
面(

例
へ
ば
下
降)

'を
前
提
し
て
适
り
 ゝ

即
ち
說
？
す
可
含
と
を
說
明
の
前
魂
摄
く
と,
ふ
循
環
論
.法
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
堂0
そ
れ
故
デ
ュ
グ
ラ
ー
そ
の
他 

:

の
新
倾
向
に
風
す
る
人
々
が
最
氣
變
動
論
に
な
，し
た
贈
物
は
希
臘
人
の
ト
ロ
イ
城
に
な
し
た
贈
物
に
等
し
い
。

H

. 

.

. 

.

.
新
哪
向
蓄
す
る
人
々
は
そ
の
問
題1

出
に
と
|

名

、
そQ

問
題Q

硏
究
方
法
に
於
て
真
派
と
異
|

。
讲
典
派
の
方
法

.が
浪
料
^
!な
る
に
對
し
、
彼
等
は
自
己
の
硏
究
方
法
を
歸
納
的
と
呼
ん
ノ
で
ゐ
■る
。
こ
‘

Q
g

に
於P

は
新
乳
向Q

人

を

し

ど

一

• 

. 

-• 

.

.

. 

- 

. 

' 

-
.
-
■
■•
 

• 

. 

> 

.

.

.

.

.

.

. 

... 

: 

: 

■

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

:致
が
認
め
ら
今
即
ち
馨
の
內
で
も
、
主
と
し
て
.記
述
的
立
場
1
と
る
デ
ュ
ぞ
フ
'

ツ
ガ
ン
.X

ラ
ノ
ウ
ス
キ
1
、
グ
1
ヒ
丨
ト 

’
f

フ
に
、し
て
も
、
又
主
と
しS

論

的

立

場

ル

、

レ
デ
ラ-
に
し
て
も
、
典
に
歸
納
法
|

畜
に
於
て
そ
の
軌
を 

1

0に
す
。

例
へ
ば
主
と
し
て
記
述
的
立
場
を
と
る
ツ
ガ
ン-
バ
ラ
ノ
.ウ
ス
'キ
.
1は

『

産
業
循
環
が
最
も
明
瞭
，に
、
賢
も
大
き
く
浮
彫
さ
れ
で
4

は
,

復

國

(

英
國)

.编

_
变

_

澤

康

こ0:
^
 

§

 

)

 

i

ベ
て

ゐ
るo

又
、H
と
し
て
理
論
的
立f

と
る
カ
ツ
セ
.ル
も
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
ン4

侗
々
の
現
象
と
し
，て
の
恐
慌,
は
な
く
、：
_
ろ
金
輝 

丨v 

-
Iマ^

':
-
;
:
:̂
1

->
i

f
::
t
;c
ゐ
る
•：パ_
え
ざ
逸
國
1
隹̂
鑛
め
運
：動
,^
し
允
;0
:景
氣
變
磡
が
：硏
洗
き
る
可
き
で'$
>
:る
。
そ(

の
際
一
般
て
個
、
 

‘
，
の
先
驗
的
.に
選
び
出
さ
れ
た
現
象
に
性
意
；が
向
け
ら
る
可
き
で
は
な
く
、
寧
ろ
國
段
經
濟
が
上
昇
下
降
の
交
代
議
の
如
に
於
て
如 

何
な
る
現
實Q

議

を

經

驗

サ

る
か
^

體
系
的
に
研
究
さ
れ
な
け.れ
ば
な
ら
ぬ
，。
ー
斯
か
る
經
濟
棄
の.體
系
讲
硏
究
は
景
，氣
の
本
質
竝

へ
び
に
國
民
經
濟
め
波
動
靈
を
變
す|

共
に
七
の
運
動
か
ら
規
定
名
る
所̂
^
 ̂

よ
り
深」 

朝

察

を
:#
ナ
に
鲁
>
,
'
に
興
'へ.
.るj 

•
,£
6

と
:0
期
く
ツ
ガ
シ
•.バ
ラ
ノ
ゥ
ス
キ

_

と
カ
ッ
セ
ル
と
7)
唯
ー
の
相
違
點
は
、y
ガ
ン
が
ヤ

へ
々
_

豐
へ
f
o

を
：硏

で

、:.
:
:
'
.
.
.

次
；茶

力
：
ッ
セ
：
：
ル

は

凡

ゆ

.遺

1

變

動

を

f
振

：：

達

，

ら
出
發
し
、
そ
れ
か
ら.響

に

到

達

せ

ん

车

る

點

に

於

ズ

軌

皇<>
字

.る
0
從

：
つ

て

ツ

：
ガ

ン

が

自

己

の

方

法

を
 

:病
：.

吾

^

は

■:
艾

，
め

方

灌

を

理

論

的

歸

；
納

法

士

中

び

得

る

o

ふ

•
.
. 
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現
實
の
經
驗
的
事
，實
の
觀
察
か
ら
出
發
し-
所
與
の
現
勢」

分
析
し
、
以
づ
て
そ
の
原
因
を
见
出
さ
ん
と
す
る
こ
れ
等
の
硏
究
諸
は 

自
己
の
研
究
方
法
を
歸
納
法
と
呼
ん
でt

が
、
そ
れ
は
響
で
は
な.い
。1

菜

歸

納

法

と

は

厂

ー

產Q

經
驗
的
赛
を
觀
察
し
、

管
れ
た
場
合
に
於
け
.る

醫

的

黛

關
f

一
 

般

的

因

果

麗

即

ち

重

諳

と

霞

し*
他
S

合

に

嘉

し
B
な

衾

象
が
現 

は
れ
、
.ば
そ
れ
.の

僵

i

な
り
と
推
理
す
るQ

で
ぁ
兔
然
し
斯
か
る
歸
納
的
推
理
は
決
し
て
法
則
性
を
零

も

の

.で

は

な

く

、

职 

_に
.他
ぬ
場
合
に
も
然
ち
ん
と
の
蓋
然
性
を
东
す
に
と
|

る
0
.如
例
に
，多

く
. 0

.經
驗
的
，事
實
を
集
め
て
見
て
も
、
特
殊
的
蓄
は
要
す 

る
に
#
殊
的
潘
實
で
I

。
特
殊
，よ
り
一
般•に
、
蔻
然
姓
，よ'り
法
則
性
に
到
•る
に
.は
飛
躍
t
要
す
、る
。
こ
れ
を
歸
納
的
飛
蹓
と
袞
ふ
。

‘ 

'

羞
變
動
論
の
端
初
‘的
形
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景
氣
變
動
離
の.端
初
的
形
■

ミ

.斯
か
る
飛
躍
が
芷
當.に
許
容
さ
.れ
る
爲
に
は
、.
‘そ
の
論
據
と
し
て
暗
默
の
內
に
一
，般
的
原
迦
乃
至
法
則
を
前
ft
し
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

そ
t

歸
納
法
に
訴
へ
て
法
則
を
設
定
せ
ん
と
す
る
者
は
、
常
に
逆
に
一
般
的
原
理
乃
至
法
則
を
前
提

:^
て
特
殊
的
*
實
を
推
理
す
る
.
 

.演
_
法
を
用
ひ
て
ゐ
る。

;•
、

‘

.
,新
颜
向
に
屬
す
名
人
々
も
自̂

の
方
法
を
歸
納
法
と
呼
ん
で
ゐ
る
が
、
彼
等
，が
事
實
め
分
析
、を
な
す
に
當
つ
て
は

-密

か

.
に

溃

徵

法

を
 

用
办
て
.ゐ
る
o
•即
ち
彼
等
は
ー‘定
現
象
か
ら
そ
れ
を
惹
含
起
す
原
因
を
推
理
し
て
ゐ
る
が
、
こ

.の
點
、j

定
數
の
經
驗
的
事
實
に
於
て 

•A
B
間
杧
因
果
關
係
が
認
め
ら
る
、
場
合
、
，他
に5
な
る
現
象
紙
，現
は
れ
る
な
ら
ば
入
を
原
因
と
推
现
す
.る
歸
納
的
方
法
に
類
似
し
て 

ゐ
る
。
例
へ
ば
.ヵ
ッ
セ
ル
は
、
谪
品
價
格
の
騰
貴
及
び
诹
引
數ft
の
增
大
な
る
.現
象
か
ら
、
そ
の
原
因
と
し
て
突
拂
手
段
め
流
通
速
度

.

.

.
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.

■■
.
.
.
.
へ
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-

,  

L
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: 

'

の
堦
大
を
推
理
し
、
又
固
定
資
本
に
用
ひ
る
原
料
價
袼
の
騰
貴
な
，る
現
象
か
ら

'
そ
の
原
因
と
し
て
當
該
胼
料
の
缺
乏
を
推
理
し
'て
ゐ
.

.

る
。
と
こ
ろ
で
斯
か
る
推
理
は
何
に
ょ
つ
て
論
據
づ
け
ら
れ
る
か
。
若
し
理
論
が
斯
か
る
因
’架
關
係
の

一

般
法
則
を
示
さV

各
限

り

、 

他
に
論
據
づ
け
の
方
法
が
な
い
。
歸
納
法
に
ょ
る
斯
か
る
推
理
を
論
據
づ
け
る
に
は
、
豫
め
亥
拂
争
段
の
流
通
速
度
の
增
大
に
伴
つ
て

. 

. - 
■■ ■■ 

.

.

.

.

.

. 

A 

，
パ
.
.
.
.
，
.

.

 

,

:;
\, 

.
 

ノ

常
に
價
格
の
騰
貴
と
取
引
數
量
の•增
大
と
が
現
は
れ
る
か
否
か
を#
定
じ
な
け
れ
ば
な
ら
奴
。
そ
れ
故
ヵ_'3
»
セ
ル
等
が
表
面
_
納
的
に 

推
理
し
た
因
果
關
係
は4
實
は
逆
に
演
繹
的
に
推
理
さ
れ
た.の
で
あ
り
、一

般
法
則
を
前
提
す
。.1

般
に
.支
柳
手
段
.の
：流
通
速
度
の
增 

大
は
商
品
價
凇
の
騰
貴
を®
す
こ
と
を
理
論
が.，示
す
.が
故
に
.、
價
格
0.
騰
贵
な
る
現
象
か
ら
逆
に
そ.の
原
因
と
し
て
‘茭
拂
手
段
©.
流
逋 

-

速
度
の
增
大
を
推
理
し
得
る
の
で
あ
る
。

•

.

斯
く
て
新
傾
向
に
屬
す
る
人
々
の
硏
究
方
法
は
、
.決
し
て
馨
が
主
張
す
る
如
く
、
全
く
何
等
の
理
論
も
前
提
せ
ず
、
，寧
ら
經
驗
的

.

諸
事
實
の
觀
察
か̂

法
則
、
' 即
ち
理
論
を
導
き
出
さ
ん
ど
す
る' 

q

で
は
な
い
o
寧
ろ
彼
等
：は
絕
べ
ず

：一

般
味
論
を
前
提
し.、
.
c

ŝr
-
利
.

:.

•.
 

.
 

....

'>
•:
.
.
: 

.

.

. 

. 

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

，■用
し
乍
ら
經
驗
的
事
實
を
分
析
し
、
以
づ
て
硏
究
す
可
き
韻
激
^
說
明
し
得
ゐ
如
：ぎ
原«
を
逆
に
採
1>
:
-出
さ
：を
と
す
る
の
で
あ
る
，
0
龜
 

'
言
す
れ
ば
一
方
に
於
て
經
驗
的
事
實
の
記
述
的
方
法
を
と
る
：と
共
に

.、
他
方
理
.論
的
方
法
を
同
瞭
に
用.ひ
.て
ゐ
.る
.の
：で
あ
る
。

、

四

•  

■

.

.

新
傾
向
に
屬
す
る
人
々
め
硏
突
方
法
は
そ
の
核
心
に
於
.て
は
同
.ー
で
あ
，る
に
し
て
も
、
歷
史_
の

影

響

程

度

如

句

，
疋

4
5
0
.
で
>
'
ー
そ
の 

•間
に
種
々
の
一
一ユ
ア
ン
.ス
が
あ
り
、■ヂ
i
グ
ラ
ー
、
ツ
ガ
ン
、
シ
ユ
ビ
ー
ト
ホ.1
フ
等
は
主
4'
し
弋
記
述
的
方
法
に
、
カ
ッ̂
ル

、
''
,
レ 

デ
ラ
1
等

は

主
:^
し
て
，理
論
的
方
法
に
訴
へ
て
ゐ.る
。

-

• 

- 

•- 

. 

，

ご

.

.

•  .  

• 

. 

• 

,
 
I
 

,  

i 

•

..■扨
‘て
類
^
す
ー
る
幾
つ
か
の
現
廉
を'!
:
集
し
て
*
;#
く
0-
樣
合
斯
く
な
る
か
ら
他
の
場
合
に1
恐
ら
ぐ
斯
く
な
：.る
で
あ
.ら
ぅ
と
|
£
^
:
?

1け

セ

は

々

；
單

に

珑

象

坐

起

の

薔

澈

1
を
示
し
得
る
に
t

法

其

#
等
路
然
性
郎：

ち
法
則
を
：說
明
ず
芯
：と
と
に
は'*
ら

ぬ

。

從

つ

：
.
て

歷

.

 

^

4
^

現

讨

れ

た

多
;<
-
の〕

恐
搞
現
象
を
記
述
し"
.多
く
.の
：場
.合
恐
慌
が
現
は
：れ̂

か
：ら
他
<7
)
.
樣

合

；
に

も

恐

慌

が

：
現

は

^

る

で

あ

ら

ぅ

と
 

三

.1
:
の

み

で

，

恐

慌

發

生

の

_

性
も
、
.そ：$

周
期
性
も
說
明
さ
れ■

决
：し
弋
理
_
的
研
究
：た

り

樽

な

兮へ：
：
.：

拔
て
主
と
し
て
記
述
的
方
法
を
と
る
者
とし
て
先
づ
デ
T
i-f
フ
ー
が
擧
げ
得
ら
れ.る
。
彼
は
：1凡
五
；六
年
以
來
^

&
ち

^

^̂-
0丨 

nomistes 

.や

w'c
o
n
o
l
t
e

 

F
r
a
n
l

誌
上
に
發
表
し
た.多
ぐ
の
諸
論
文
竝
び
に
六
〇
年
に
讯
版
の

『

商
業
恐
慌
と
そ
の
周
期
的
扠
覆

』 

(

該
書
は
八
九
年
の
苒
版
に
於
て
は
倍
ぶ
上
に
增
補
さ
れ
て
ゐ
る

)

等
に
於
て
、.多
年
に
宜
れ
恐
«
に
關
す
る
經
驗
的
事
實
の
統
訐
を_ 

細
に
硏
究
し
て
.ゐ
る
。
彼
は
こ
れ
等
統
計
材
料
の
記
述
にJ
り
、
景
氣
t
動
の
一
般
的
な
型h
見
出
さ
ん
.^
試
み
た
に
と
I

り
、
.決 

景
氣
變
動
_
の
端
初
的
；形
態
 

-

ぐ

’
，
 

一

九

(

四

辟

五

)



絷
氣
變
動
谕
'©
.
■端
初
.的

形

涟

.

ニ
0

,

、自
冯
し
、
ノ
 

； 

し
て
.恐
慌
の
必
然
性
や
周
期
性
の
法
則
設
定
に
重
き
を
置
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
シ
ュ
ピ
ー
ト
ホ
，丨
フ
の
宏
ふ
如
く
、
彼

は

『

理
論
家 

た
る
名
稱
を
要
求
す
る
雛
利
を
さ
し
て
持
た
た
い

』

C
K

)

の
で
あ
る
。

,

註 

,
s
w
p
. 

^

W
E 

 ̂

w
.

• 

- 

. 

.- 

. 

■  
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- 

: 
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.
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.

、
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. 
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'■

«
は
經
驗
的
事
實
.••
.即

ち

現

象

を

取

级

.っ

た

に

と
^
ま
.る
爲
、
自
凼
資
本
主
義
段
階0'
顯
著
.な
景
氣
變
動
の
'徵
候
型
.

(

現
象
形
能)

た.

.

I'
..
:
:
-
.
-
-
- 

.

,

.

:

:-
 

--.■
 

-
 

-
 

-V.
 

: 

- 
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..■
.
 

■
'
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:■ ■■ 
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.

.

 

*

.

.
ち

、る
：商
ロ2
價
楮
の
騰
落
に
主
と
し
て
そ
の
觀
察
を
向
け
た
の
で.あ
るo

そ
し
.

て
彼
に
あ
つ
て
.は;'
>〗

景
氣
變
1]
[
)は
圓
格
臟
落
，な
る
見
象
に
卞 

.な
'
&
ぬ
の
で
.あ
る
。
こ
の
價
格
の
騰
落
現
象
を
中
心
と
し
て
、
彼
は
景
氣
變
動
.の
型
..を
次
.
.の.：如
ぐ
記
述
.
.

y

て
：ゐ
；る
。
麗

の

貯

蓄

の

墙.
 

,大
は
'«
.格
の
騰
貴
、
即
ち
'

『

市

場
^ 0

拍
常
な
-る
'狀
態』

，
'^

る
好
祝
の
時
期
を
條
件^ .
け

る

，
9
 

.
の̂
值
格
騰
貴
は
售
用
にょ
：っ
て
胄
㈱
な 

ら
し
：め
ち
れ
た
無
謀
な
投
機
を
惹't
起
し
、
又
投
機
そ
のも
の
に
ょ
っ：

て
.更
i

-
/t『

恐
跪
の
主
た
る 

又
唯
.
1
CD
.原
因
と
1
§
锝
る
：

』

.翁

が
：る
好
«
の
停
止
ぼ
金
準
備
の
缺.乏
に
ょ
て
惹
き
起
.さ
れ
名
。
.
と
一
ぢ
ふ
の
は
、
好
況
期
に
於
て
11
/
 

行
.の
.信
用
授
與
が
增
大
し
、：_
て
.金
_

■ 

. 

.
!
’ 

V 

. 
, 

- 

: 

• . 

ノ
 
：
 

.
 

.
 

- 

- 

- 

- 

*

こ
：れ
が
返
濟
^
當
て
^
爲
.手
持
商
品
を
投
»
し

'■
>

«

格

暴

落

と

:1
>

-

,
:
:
て
0
恐
慌
を
惹
き
起
：す.か
&
.で
あ
.る
0 

.

.
恐
荒
後•

盤
理
の
時
期
た
る
.、

.

. 

•
.- 

.

.

.
パ

- 

. 

._.
••
. 

,

不

況

に

移

り

、
；
，
こ

_の
：.時
期
に
於
て
再
办
均
衡
が
囘
復
さ.れ

、
遍

た

な

る

好

況

.
：
へ

0 :

餘 

J

e

g

-

a

r

^

o

e

s
 

C
r
i
s
e
s

 

C
O

 

日
日 er

c
i
s
J
e
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e
t
d
e

 

l
e
u
r

 

r
e
t
o

 

另 p
e
r
i
o
d
i
q
u
e
，̂

V'
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彼
は
好
況
,'
^

^
慌
、
：
不
況
な
％
順
序
：に
於
て
鏡
：は
れ
ー
る
典
型
的
な
：景
氣
變
齡
過
程
越
；び
；に
各
々

^
^

象
形
態
を
記
述
す
：る
とi

重
點
を
置
き
、
何
故
趣
慌
が
必
然
的
贮
瑰
は
る!"
か
、
：_
:
'
景
氣
循
環
が
.必
然
的
な
る
が
：0
理
論
的
硏
究
呔
さ
：

し

：
ー

て

な

さ

れ

セ

^
な
'い
0
:
:
敢
べ
へ
て
被
ぬ
.
资

初

に

理

論

,期
古
典
派
.の
經
_
學
者
* 

.特
に
.
ル̂
：は
：均
衡
經
濟
體
系
に
立
脚
し.な
.が
ら
も
、
そ
：の
均
衡
體
系.の
：
一

般

的

_

を

可

能

な

ら

し

め

農
 

素
f

«
用
^
る
■
1
の
: «
揉

求

め

：
た

如
^
:身

ュ

へ

グ

；
ー
フ
，

^

景
_
讓

<?
>
!
艘

蠻

姻
 

_

•
:.
*
祝

寒

0

^

原̂
因
：は
銀
行
淨
形
其
他-«
湘
手
段
.に
^

:?
>
!1
^

:

:满
亦
ぁ
：り
.:
:
*%

期
間
!̂
衷

-;
::
:
#
_
引
步
合
;:
|
:餘
^'
に
微
摩
奮
遛
义
爲
:-
.
'價
：楮
め
廉
騰
<^
投
機
熱
：の̂

行
は
®
引
步
合
を
急
激
に
引
上
げ
る
爲
に
恐
慌
が
起I

O
こ
.の
點
八
爲
的
な
銀
行
の
靴
引
操
作
に
，ょ

螽

行

利

子.

I
:然
利
子
と
の 

開
き
か
ら
景
氣
變
動
を
理
論
的
に
說
明
せ
ん
と
す
名
新
納
維
學
派
の
霞
靈
論

(

ゥ

 ̂

^

.ー
應
党
敗
さ
る)

の
贿
茅
的
要
素
を
含
む
。

.

.;.
-他
方
：又
'彼
飧
景
氣
現
象
0
銃
計
的
硏
究
に
ょ
道
桑
變
動.の
型
|:
見

出

故
<

0 

更
に
は
像
测
せ
ん
と
し
て
居
り
、
こ
の
點
ミ‘チH.

ル
.、
ヮ
丨
ゲ
マ
ン
等
に
ょ
.つ
て
大
戰
後
發
墀
菩
め
ら
れ
た
純
統
奸
的
研
究
わ
先
痕 

者
を
な
す
と
，

i
k

ひ
得
る
。
即
ち
彼
は
景
氣
の.觀
測
と
豫
测
に
と
つ
て
逋
要
な
現
象
と
し
て
割
引
數
量
と
中
央
銀
行
の

*
備
金
m
tt
i.
:
を
.
 

擧
げ
て
ゐ
る
o
.彼
の
著
書
の
第
二
版
に
於_て
は
佛
蘭
西
飯
行.の
.貸
借
對
照
表
|:
€
ラ
フ
に
書
き
表
：は
し
、
こ
れ̂:
;
帘
ひ
て
恐
谎
0
勃
發 

焰
銀
行
の
割
引
數
量•が
增
大
し
、
金
準
備
が
減
少
し
、
逆
に
盤
理
期
に
於
，て
は
前
者
：が
溆
少
し
：、
へ
後
者
が
墦
大
す

-̂
こ
と
5:
明
ら
&,
?'
:
 

.し
た
。
そ
.し
て
こ
の
中
央
銀
行
の
貸
借
對
照
表
を
景
氣
の
バ
ロ

〜

1
タ
ー
と
し
、
景
氣
の
觀
測
竝
び
：に_
侧
ぞ
行
ふ
こ
と
を
可
能
な
り., 

と
し
た
。
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景
氣
變
動
論
の
喘
初
的
形
態
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.背
氣
變
•動
論
の
端
初
的
形
態. 
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同
じ
く
主
と
し
て
記
述
的
方
法
を
士
る
ッ
ガ
ン
は
そ
の
蕃

『

英
國
に
於
け
る
商
業
恐
慌
の
理
論
と
歷
史
の
硏
究

』
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e
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ffi
a
n

oielskriss in E
n
g
l
a
n
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3
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‘1
9
0
1

)

第
ー
篇
.

『

恐
慌
の
理
論
と
歷
史』

第
一
章 f：

資
本
主

義
經
濟
に
於
け
る.恐
慌
の
稂
本
的
諸
原
因1
に
於
て
、
恐
慌
の
必
然
性.を
問
題
i
.し
，て
ゐ
.る
。'
.

;

* 

- 

、 

.
 

■

,
 

- 

彼
は
社
會
的
狎
殂
康
過
程

の一
般
的
搜
亂
と
し
て
の
.

恐
慌̂

理
論
的
に
硏
究
す
‘
る
爲
に
、
正
當
に
も
そ
の
理
論
的
硏
究
の
前
提
と
し
-

て 
先
づ
社
會
的
抨 
坐
產
o 
均
衡
條
件
を
分
析
し
て
 
ゐ
る
。
社
會
的
洱
坐
產
，が_
滑
に
行
は
れ
る
爲
に
は
如
何
な
る
條
件
を
必
耍
と
す
.る

か
の
問
題
は
旣
に
フ
ィ

》
オ
ク
ラ
ー
ト
以
來
沽
典
派
更
に
はマ
ル
タ
ス
に
'̂■
つ
て
现
論
的
に
分.析
さ
れ
て
ゐ
る
6
, 

Iは
マ
ル
ク
ス
.のg

'i
k
產
表
式
を
利
用
し
て
こ•の
問
題
を
說
明
し
て
ゐ
る
。
異
な
る
點
は>1
マ
ル
ク
ス
が
社
會
の
金
產
業
を
坐
產
手
段
の
坐
庵
部
n
と
消
費

■ 

• 

. 

.

.

. 

• 
, 

. 

- 

. 

.

.

.

. 

- 

- 

• 

.

.

.

.

. 

'

.

.

.

.

.
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/
. 
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財
：0.
迪
產
激
門
；の
1笑

部

聞
^
分
割
^
务
_
對
し
\.
>
: »
ほ
贺
^

^

«̂>
,造
：產
猶
^

_
働
者
用
と
：資
本
家
用0;
消
^
財
0 

I
細
分
し
、
合
針
三
部̂

に
分
割
し
て
ゐ
る
,6
こ
，の
：得
坐
產
表
式
の
分
析
か
ら
し
て
、
彼
は
牛
：產
諸
部
門
間
に
均
衡
：が
保
掛
さ
れ
：る
限

，',
-
 

り
、
假
令
へ
資
本
が
蒈
横
さ
れ
、
附
加
的
商
品
が
4-
;產
さ
れ
て
冬
、.
.そ
れ
は
販
路
を
見
扔
し
、
決

」

て
過
_

_
產
.恐
慌
ー
は
起̂

辱
ぬ
.と';
'

給
論
す
る
。
即

ちr

新
た
に
坐
產
さ
れ
た
商
品
に
對
す
る
市
場
が
見
出
^
れ
る
爲
に
.は
、
投
資
•ロ
を
水
め
る
齋
求
が
：
定
ぬ
割
合
に
吟

* 

, 

»
* 

■ 

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

'
 
-.
.

て
生
產
諸
部i：

の
金
系
列
の
間
に
配
分
さ
れ
る
を
要
す
の
で
あ
り
*
幸
ひ
に
し
て
こ
れ
が
達
せ.ら
れ
X
ば
>
:敗
給
の
墙
大
に
對
し
需
要
：
 

の
增
大
が
適
應
し
、
坐
產
が
擴
張
さ
れ2»
,名
、
決
し
て
商
品
の
需
要
が
そ

Q
供

給

.^
ょ
つ
て
凌
駕
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

』

へ

.§
と
。
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. 

. >

..と
の
.點
：に
至
る
迄
.は
、
彼
は
古
典
派
及
びマ
ル
ク
ス
の
社
#
的
再
^:
產
0

«
衡
理
論
を
援
用
し
乃
至
批
判
し
.て
ゐ
る̂
で
：ぁ
.る
、か
今

:理
論
的
立
場
を
保
特
し.て
為
る
：。
：.然
る
，：に
一'步
を
進
め
、

y:

何
故
社
會
的
#
生
產
o
均
衡
條
伸
が
必
然
的
に.破
壤
さ
れ
*
そ
：の
'

1

般
的
攙 

堤

る

遒
#
生
產
.恐
慌
が
起
る
か
：の
袖
题
に
移
る
や>
突
然
理
論
的
硏
寬
は
中
斷
さ_れ

、
，
單

に

，

1
言

生

產

諸

部

門
，

^

と

：
れ

た

資

本
0
應

分

は『

明
ら
か

杧

達

せ

ら

れ

ぬ

』

：£

G
't
者4

:
に
：̂

.

ま
^o

:

:即

.
あ

均

衡
(£
>

と
れ
：た
資
本
の
配
分
が
必
然
的
に
节 

:可
能
な
^
こ
と
を
何
等
理
論
的.為

析

發
.ず
、：»
に
資
本
茧
8|
的
坐
產
が
無
計
廣
で.あ
る
'と
：の
經
驗
的
事
實̂

• 

• 

. 

■  

. 

. 

.

.

. 

- 

.S  

.

.

.

，
る
に
雀
^

4
る
^
社
會
的
坐
產
め
：完
全
な
無
計|
|
^
'
商
_品
市
場
を
支
配
ず̂

*
政

府

性

；
に

於

け

.
る

資

本

の
 

に
導
く』

S

I

D

i

o
そ
れ
故
彼
は
第
.一
章
に
於
て
は
何
等
恐
慌
の
焱
然
法
則
を
取
扱
つ
て
は
：居
ら
ず
、
，結
局
經
驗
的

.事
實
.に

訴

，
へ
、 

縱
來
常
に
恐
慌
が
現
は
れ
た
か
ら
し
て
そ
れ
は
現
は
れ
る
窖
だ
と
云
ふ
歸
納
的
椎
现
を
な
し
た
に
外
な
ち
ぬ

0

,
:
;
:
:

註 
一
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i
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,
.
.

■
’

■

註
二 

Ebenda. S. S3. 

./ 

;
'
:
:
. 

>
,
'
: 

'

と

.
こ

ろ

で

資

本

主

蕺

虫

產

.の
無
計
_
性
な
る
經
驗
的
事
實
に
訴.へ
る
'
.の
み
で
は
ハ
恐
慌
の
必
然
性
を
理
論
的
に
說
明
す
る
t
と
に
も 

な
ら
な
け
れ
ば
、
更
に
叙
慌
の
周
期
性
を
說
明
す
る
こ
.と
に
も
な
*^
ぬ
。
，と
云
ふ
.の
は
、
資
本
主
義
的
坐
產
は
常
に
無
訃
街
な
る
阪
り
、 

恐
慌
は
慢
性
的
で
な
ガ
れ
ば
な
ら'ず
、
決
し
て
周
期
的
に
襲
來
す
る
こ
と
を
說
明
し
得
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

.

.

.

.

•'
.
'
^嚀
名
彼
は
恐
慌
め
周
期
性
免
證
明
尤
务
爲
疼
第-ー
章
如
ぢ
戴
五
襄
に̂
^

的
事
實
か
ら
恐
慌
の
周
期
性
を
歸
納
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
第
一
篇
最
後
の
章
に

^-
て
.、，顧
：

恐
慌

.の
一
周
期
性
を

J®
論
的
に
分
析
ぜ
ん 

と
し
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
一
度
恐
慌
の
周
期
性
が
理
論
的
問
題
と
し
て

-提
出
さ
れ
芬
や
:-
-
>
>
|
<>
,
办
豳
撒
と
修
0,
热

雙

0 .
間
の
本
況
竝

へへ
 r  
.•'
,

庚

：：：'ぃ
 

V

1

、
.へ

ば



景
氣
變
0

r
の
^
初

的

.
形

態

 

ョ

(

JJ
*E
〇) 

び
に
好
況
局
丽
も
取
扱
は
れ
る
こ
と
に
れ
る
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
最
#
單
な
る
恐
慌
論
で.は
.な
く
、
•景
氣
變
動
論
に
轉
化
す
る
の
で
あ 

—

る
。

.

-

-• 

- 

•

-

然
し
こ
の
章
に
於
て
も
、
彼
は
本
來
现
論
的
分
析
を
行
はず
¥

に
蠢

的

賽

ょ
り
0
歸
納
的
推
理
を
行
つて
ゐ
る
§

墓

.

るO 

.
彼
は
先
づ
恐
慌
に
.次
ぐ
不
況
の
局
面
が
何
敌
好
況.

Q

局
面
に
移
る
か
の
問
題
を
次
の
如
ズ
說
明
.す:"
:

働
者
の
賃
銀
ひ
划<
景
氣
變
動
む
影
響
を
受
け.る
所
得
の
外
に
、.何
等
こ
れ
が
影
響
を
受
げ.ざ
る
所
得
の
存
す
る
こ
と
を
認
む0
.例
へ. 

，■^
公
、債
1

..
'
:抵
當
證
券
等
ょ0'
«
定
刹
チ
^:

».
み
#
利

座
- ^
^:

や
:'
'
>
-« :

入
、
^

吏
ズ
ー
殷
戴
生
版
乾̂

便

弔

人

^

如

ぐ

岡

定

次

入

を
 

得
る
:^
や
、
更
に
地
主
等
の
所#
が
こ
れ
に
屬
す
と
。
こ
机
等
の
所
得
が
存
す.る
爲
に
、
不
況
期
と
離
も
呢
得 

殊
に
不
が
期
に
は
物
價
が
低
落
し
ノ
生
活
費
が
安
く
な
る
か
ち
^
て
：
そ
.の
蓄
横
率
は
增
大
す
。
こ
：れ
等
藉
橫
さ
れ
た
所
得
は
黛
付
資 

木
を
糨
成
す
る
そ
れ
故
貸
付
資
本
の
霧
は
不
斷
に
行
は
れ
る

o

然
し
そ
れ
の
盡
資
本
へ'の
轉
化
、
即
ち
賢
#
資
本
の
產
業
ヘ
ひ 

投
下
は
抵
抗
を
受
け
る
。
斯
か
る
抵
抗
，が
存
す
る
こ
と
は
何
等
疑
の
餘
地
が
あ
り

#
な
い
o
取
引
の
.

沈
：滞
期
ぬ
は
貸
#>
資
本
市
場
は
過

ぐ
^

歲

| 1
:蹇

汐

_

.
该

者

繼

證
1

轉

北

ず

證
_

_

墨

_

門

驟

が
必
婴
で
あ
る
。
商
品
の.過
剩
が
.
.何
等
张
じ
.な
い
爲
に
拉
、
新
資
本
が
均
衡
し
て
凡
ゆ
る
生
產
部
門
に
配
分
さ
れ
な
け

h
ば
な
.
^
.ぬo 

'然
^>
斯

如
::
^

%衡
:-
0
到
傳
敗
今
谓
.の
、馨

翁
»
め
'卞
_
あ
^
で
_

則
ft
1
性
に
於
て
は
、
そ

れ
-@
身
め
內
に
著
し
い
困
難-$
:
含
ん
で
ゐ
る
*
そ
こ
で
次
の
■や
ぅ
な
事
態
が
發
生
す
るo
自
W1
貸

付

.資

本

は
 ̂

ir
に
蓄
稂
さ
れ
、•：熱
心
に
投
下
ロ
を
求
め̂
が
、
何
等
の
投
下
ロ
も
見
出
し
：得
な
い
。
'投
下
；さ
れ
-ざ

名

資

本

，
は

何

等

：

.の

利

一

子

を

齎

ら

さ

■

.

ず——

そ
れ
は
資
本
と
し
て
は
全
ぐ
働
か
ず
、.そ
.の
所
有
者
に
と
つ
て
，何
等.の
使
用
-1
1
* ;
を
持
だ
ぬ
.
0
_
«
か
る
無
活
動
資
本
が
，よ
り
多 

■:
<
,存

：
し

；
て

据

れ

.^
:居
名
程
、
迨
.
£
本̂
0
盐
產
的
投
下
_へ
：0
趣
追
は
炎
丨
强
欢
で
：あ'̂
喾
ゼ
^

、新
資
本
も
最
早
吸
收
し
よ
う
と
し
な
い
が
、
他
方
で
は
こ
.の
資
本
は
益
パ
强
;*
ビ
產
業
に
押
入
ら
う
と
努
め
る
。
產
業
の
抵
抗
が
打
敗 

:.
-
'ち
れ
，
蓄
稹
洚
れ
炎- «
付
資
本
が
產
業
^

投

：
下

«

を

見

出

し

;:
:
>坐
紅
資
本
に
轉
化
先
を
ゼ 

期
が
現
は
れ
る』
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い
 

ゝ

：
し

へ

へ

要

す.る.に
彼
は
：不
況
か.̂'
好

泥

べ£

靜
の

：极
據
^
不
泥
期
間
に
敦
げ
る
貸
付
資
本
の
蓄
積
に
求
め
て
ゐ
る
。
：と
の
點
デ
ざ
グ
ヲ

1 

が
銀
行
の
割
引
操
作0

_
に
よ
る
過
度
办
.俾

金

利

步

合

に

，
好

祝

べ

.の
移
行
欢
稂
據
を
求
め
て
ゐ
る
の
と1
脈

通

：
じ

て

ゐ

る

0
.
即

ち

共.
 

に
貸
付
資
本
の
豐
富
食
る
點̂
移
行
.の
« -
齋
を
雄
妁
て
ゐ
る
.:
0
然
し
貸
付
資
本
が
璺
富
だ
扣
ら
と̂
つ〗

て
:>
.そ
れ
が
坐
產
資
本
.に
轉
化 

へ
し
.-
'
景
氣
：上
昇
が
起
り
得.
.る
爲
に
.は
/
;
付̂
資
本
家
の
側
跆
於
て
貸
体
資
灰
增
敏̂

受
資
本
增
殖
の
見
込
が
あ
る
や
う
な
客
觀
的
情
勢
が
展
開
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

o
.と
と
^
で
貸
付
資
本
を
產
樂
資
本
ぬ
轉
化
史
し
；
 

め
る
客
觀
的
情
勢
が
何
故
生
ず
る
か
に
就
い•て
は
何
等
现
論
的
說
明
を
與
へ
て
ゐ
な
い
。
單

に

發

『

產
■
:

抵
抗
：が
打
敗
ら
れ
、
：蓄 

.
r
さ
れ
た
貸
付
資
本
が.產

業

に

.
投

下

ロ

を

見

出

し

,生

鹿

資

本

，に

轉

化

す

.る

.や
う
な
時
期
が
來
る
喾
だ

』

と
述
べ
る
に
と
C
ま
る
o
睾 

竟
す
.る

忆

公

彼

ば

不

況

か

ら

好

浼

：
へ

移

：
る

.際
：の
經
驗
敗
事
實
を
多
數
觀
察
し-:
;
>
^
^
^
^
^

資

本

が

產

業

資

ネ

に

轉

化

す

る

，
こ

と

を

見

；
出

し

、

•と
の
現
象
を
記
述
し•だ
に
と
^
ま
り
、
決
.レ
て
こ
の
現
象
が
何
故
必
然
的
に
坐
ず
る

•
.
景

省

變

動

論

;©
-端

初

的

形

態
；(

.

 ̂

:
■
,
,



景
氣
變
動
論
，の
初
的
形
態'

‘
.
. 

:
 

/ 

■
 

ニ
六
-

(

陴
£

5 

か
を
說
明
し
て
ゐ'な
い
。
 

/
 

•

單
に
現
象
^
記
述
す
る
に
と
い
ま
る■彼
の
硏
究
.態
度
は
 

>
.更
.に
好
況
か
^
恐
慌
を
介
し
て
禅
び
不
況
へ
の
過
程
を
說
明
す
‘る
際
に
も 

認
め
ら
れ
る
'
彼
は
不
況
ヵ
ら
好
が(

の
移
行
の
根
據
を
賢
付
資
本
の
赞
富
な
る
こ
と
に
來
め
た
如
く
、
好
況
か
ら
不
況
へ
の
移
^
を 

逆
に
貸
付
資
本
の
缺
泛
に
求
め
て
ゐ
る
。
即
ち
！

E

く T
^

て
凡
ゆ
る
產
業
上#C

好
況)

は
何
故
一
つ
の
反
動——

—

取
引
の
沈
滯(

不
況) 

——

を
以
つ
て
終
る
の
が
。
こ
れ
に
對
し
て
は
多
く
，の
掼
因
が
存
す
。
先
づ
最
初
绀
產
の
擴
張
は
自
山
貸
付
资
本
、
即
ち

'自
山
な
'
枸 

衆
さ
れ
て
ゐ
な
い
膦
貨
力
を
吸
收
す
る
の
で
ぁ
り
、
こ
の
購
買
-^
の
金
融
；！£
場
に
於
け
.る
集
稜
が
ト
：昇
の
直
靖
原
因
で
ぁ
つ
た0
列
へ 

ば
鐵
道
が
敷
設
さ
れ
る
限
り
、
そ
の
敷
設
は
茛
額
の
數
量
の
商
品
に
對
す
る
需
要
を
坐
み
出
す
。
然
し
鐵
道
の
敷
設
は
絕
ぇ
ず
上
昇
明 

に
於
け
る
と
同
一
規
模
で
續
■行
さ
れ
得
な
い

——

そ
れ
が
爲
に
は
明
ら
か
に
資
本
を
缺
く'1

八

七

三

ハ

ヰ

の

逝

泶

利

加

恐

慌

史

で

吾

 々

が
知
っ
た
所
は
"
恐
慌
勃
發
の
直
接
原
因
が
歐
羅
巴
及
び
粟
利
加
の
金
融
rt
?
'
.
場
で
新
鐵
道
社
債
の
成
.立
が
不
可
能
な
る
點
に
ぁ
っ
た

こ
と
で
^

る
;0
貸

付

資

本

は

洄

揭

し

-
そ
し
て
鐵
道
敷
設
は
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
が
つ
た

』
C

註)

と
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右
の
引
用
句
か
ら
明
ら
如
尨
如
べ•
: «
通
か
ら
.不
況
：へ
(0
:
:廉
帝
を
說
明
.す
^

妻

に

•訴
へ
、
そ
の
際
現
は
れ
る
典
製
的
現
象
た
る
貸
付
資
本
の
缺
乏
な
る
事
實
を
記
述
す
る
に
と

r
ま
る
。
そ
し
て
何
紙
資
本
の
缺 

乏

が

坐

ず

る

か

.
の

理

論

的

.說
明
は
與
へ
.ず
、

一
言
景
氣
上
昇‘が
續
行
す
る
爲
に
け『

明
ら
か
に
資
本
を-缺
く』

と
ー
23
:
ふ
の
^
で
ぁ
る
.
0.勿 

鼢
不
況
期
に
慕
さ
れ
た
貸
付
資
本
は
好
況
期
に
は
洄
渴
す
る
.
.か
も
知
'れ
ぬ
が
い
尙
ほ
好
況.期

运

け』

利
潤
■
'
¥
大
に
0:
-
-•る
貸
げ
資

本
.の
蓄
積
乃
'至

釋

の

信

用

蓮

に

ょ

る.貸
付
資
本
の
增
大
が.可
能
で
I

f

に
も
拘
I

好
況
‘の 

一
8

に
於
て
貸
付
資
本
が 

缺
乏
す
る
の
は
、
產
業
部
面
に
利
潤
率.の
低
下
扒
起
り
、
資
本
貸
付
を
危
險
な-り
と
す
る
客
觀
的
情
勢
が
存
す
る
が
爲
で
あ
る
。
即
ち 

眞
に
貸
付
資
本
の
缺
乏
を
惹
き
起
す
原®4
に
就
い
て
は
何
等
理
論
的
說
明
を
與

<•:

ぬ
。

-

斯
く
.て
ッ
ガ
ン
の
恐
慌
の
必
然
性
竝
び
に
周
期
性
ハ
從
つ
て
景
氣
變
動

)

の
理
論
は
決
し
て
で
は
な
く
、
多
く
の
經
罾

㈣
事
實
の 

觀
察
に
恶
づ
く
典
型
的.現
象
•の
記
述
に
と
^
ま
る
。
 

, 

.次
に
歷
史
派
に
馬
す
る
シ
ュ
ビ
ー
ト
ホ
ー
フ
は
國
家
擧
辭
典
第
四
版

『

，恐
慌』

な
る
项
目
の
爲
にft
-
^
Lfe
^-
x(

>
r
t
l
k
e
r
K
r
i
s
e
n
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i
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K
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u
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w'senschaften. 

4 

>
&
.
 

s
. 

V
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に
於
て
、

.'
0
4の
新
頃
句
の
人
々
と.̂
]
様
、
'歷

史
tl
^
經
驗

ン
擊
實
<0
;
計
統
德
究
ぬ^
;0
也
.最
氣
變
動
逝
顧.
典
塑
的
规
：蔹
傲
態,
藤
_
1
最
拃
€
次0;
抓
妒
_
定
ゆ 

赴 

Ebenda. S. 38.

;-
•
:經
濟
的
欢
玳
狀
態
ん
交
代
段
階
が
％
型
的
猸

« :
:杂
^
^
^
^

1

第
一
次
上
昇——

鏹
生
產
、
鐵
m
費
、
柔
艰
下
智
の
低
下
の
停
止
と
镦
弱
な
上
昇
：運
動
の
：麗

。

.-
ぐ：::
-
:
:
,
€
^
^
^

 

第
ー
ー
次
上
界

^

資̂
本
役
下
ハ
特
に
株
式
へ
の
資
本
投
下
の
著
乙
き
樹
加
ァ
：
. 

.
•

ン、
X へ
窗 

'(

.二

I

資
本
缺
芝一

本
調
達
の
闲
難
、
即
ち
資
本
投
下
の
減
少
、>蹐
の
貸
付
利
子
の
高
騰
、
棵
式
相
場
の
下
落
"
估
宅
旗
築
の
減
少" 

景
氣
變
動
論
®
端
初
的
形
態，
 

.ぐ 

ニ

七

ハ
四
3£
6

，
好

況
.



E ：

.
f-
氣
變
動
論
；の
：.端

初

的

形

態

.
：
：
、

 

:

ニ
^

.(

.四
a£
3̂
.ノ
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ノ 

-

f
致
の
減
姐
。
 

•

恐
慌{ 

■
信
用
の
胤
壊
“
粱
積
せ
る
茭
拂
怜
止。
' 

• 

'

右
は
景
氣
變
励
過
程
に
現
は4

る
典
型
的
な
現
象
を
記
述
し
た

.
Q

み
で
*
何
等
：課1

で
は
な
‘い
。
斯
か
る
現
象
が
何
故
_

る
か
の 

理
論
的
說
明
■は
*
こ
れ
を
.該
論
文
七
〇
頁
以
下
に
於
て
試
み
てゐ
る
。
■然
し
そ
め場
合
に
於
て
も
、
彼
は
理
論
的
分
祈
を行
，つ
て
居
る 

と1
K

ふ
よ
り
ば
、
寧
ろ
本
質
上
現
象
の
記
述
に
終
止
し
てゐ
る
，の
で
あ
る
0

:
.
, 

.

彼
.は
第一

に
好
況
が
何
故
坐
ず
る
か
の
問
題
か
ら
說
切
し
て
ゐ
る
。
彼
に
據
れ
ば
*
好
況
と
は
資
本
投
下
の
僧
大
で
あ
る
か
ら
、

『

好
.
 

況
の
'說
明
は
如
何
なK?.

諸
原
因
が
斯
か
る
資
本
投
下
を
惹
き
起
し
-
又
如
何
な
る
條
件
が
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
か
を
說
明
す
可
き 

で
あ
る』

s

'c
と
。
と
こ
ろ
で
好
況
を
惹
き
起
す
窮
極
の
原
因
は

2

■精
神
的
な
も
の』

f
i
5
で
あ
り
、
經
濟
的
な
も
の
で
は
な
い 

と
。
彼
が
云
ふf

精
神
的
な
.も
のJ

と
比『

營
利
衝
励』

を
指
し
て
ゐ
る
。
營
利
衝
動
に
驅
ら
れ
て
資
本
投
下
の
增
大
；

^
起
る
爲
•に
は
、 

資
本
收
益
增
-加
の
可
能
性
乂
與
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
り
斯
か
る
可
能
性
を
與
へ
る
も
の
と
し
て
彼
は

『

世
#'
經
濟
の
擴
大
即
ち
新 

.市
場
の
.獲
得
と
技
術
の
發
達』

(

独
一一

O'
な
る
一
一
つ
の
要
素
を
擧
げ
て
ゐ
る0 

.
こ
れ
等
費
本
投
下
の
增
大
を
可
能
な
、ら
し
め
る
要
素
は
、 

恐
ら
く
彼
が
多
く
の
景
氣
動
の
曝
災
的
、
經
驗
的
事
實
よ
り
歸
納
し
來
つ
た
も
の
で

.あ
ら
ぅ
。
寧
ろ
好
況
へ

Q

移

行

を

理

喻
t
説 

明
す
る
に
は
、.豫

め

與

へ

ら

れ

た

講

霞Q

內
部
か
ら
必
然
的.に
好
況
へQ

移

行

を

可

要』

し
t

^
議

靈

す

I

と
を
說
，
 

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
內
坐
的
原
因
に
よ
る
好
況
成
立
の
必
然
法
則
を
說
明
し
な
け

4
仗
な
ら
ぬ
0、
然
る
に
»:
は
，從
來
前
提
亡
： 

る
經
■

系
外
に
あ
る‘『

新
市
場
の
獲
得』

乃
至
、『

技
術
の
發
達』

の
如
き
外
I
的

原

因

て

歌

明

す

も

以

上

，
好
況
成
立O '
必

然
性
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
唯
偶
然
性
の
み
が
取
•扱
は
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
て
と
に
な•る
。
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L-

■i
こ
ろ
で
新
市
場
が
獲
得
さ
れ
、
乃
至
は
技
術
が
發
屁
し
、
資
本
收
益
增
大
の
可
能
性
が
與
へ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
.好
況
成
立
即
ち

-
.

.

.

.

.
 

. 

t 

、.*••
.
.
. 

* 

.

'
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-

資
本
投
下
の
墙
大
が
起
る
爲
に
は.、
一；更
に
投
下
さ
る
可
ぎ
資
本
が
與
へ̂
れ
、て
あ
.な
げ
办
ば
な
^
ぬ
。
：即
ち
.

『

好
祝
.は
營
利
資
本
§
ょ 

り
多
ぐ
の
投
下
を
意
味
す
。
こ
の
好
況
の
成
立
に
必
要
な
ょ
り
多
く
の
營
利
資
本
は
好
況
そ
の
も
の
が
造
り
出
す
こ

.士

は

出

來

ず

’

寧

.

.
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-
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-

ろ
好
況
が
そ
れ
を
豫
め
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

』

S

C

と。

然
ら
.ば
何
故
に
1.
り
多
く
の
營
利
资
本
が
見
出
さ
れ
る
：か
に
就
い
て 

は
、
彼
は
何
等
の
理
論
的
說
明
を
與
へ
ず
、
眾
に
好
況
が
始
ま
る
際
に
は
常
に
斯
か
る
多
く
の
營
利
資
本
が
與
：へ
ら
れ

.て
ゐ
る
と
衰
§>
.

.
•!
•
-
•
+
- 

;

•

:

'

、
•
：

•:
:
.••
■-
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.

，
一-
.
' 

.

••
.;
. 

.

.

. 

.

經
驗
的
事
實
に
訴
へ.る
に
と
I

る
。
即

ち『

資
木
中
：義
的
財
貨
生
產0
諸
前
提
に
對
す
る
斯
か
る
理
論
的
問
題
が
如
何
に
解
決
さ
れ
.

:.
 
-

 

.1.

、

■

、 

^
 

.....

 

'

 L

.
 

;  

,  
-

る
.を
問
は
ず
*
好
況
は
翦
實
こ
の
場
合
必
要
さ
れ
る
諸
條
件
を
充
分
に
見
出
す
の
で
あ
り
、
又
そ
れ
等
條
件
に

.依
#
し
て
.ゐ
る
o.
そ
れ 

等
條
件
^
は
準
備
さ
れ
允
營
利
資
本
竝
び
に
準
備
さ
れ
た
勞
働
カ
.に
と
ビ
ま
ら
ず
、
更
に
又
準
備.夺
れ
た
物
的
生
產.設
備
と
.物
的
財
貨 

の
貯
藏
と
で
あ
る
ノ
好
況
の.說
明
は
斯
か
る
■現
實
か
ら
出
發
す
可
き

f

あ
名1

(
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第
二
に
彼
は
一
度
始
つ
た
好
況
が
何
故
更
に
持
續
し
て
發
展
す
る
か
の
：問
題
を
說
明
す
る
。
こ
の
問
題
を
說
明
す
名
場
合
に
も
理
論



景
氣
嬅
動
論
.の
端
嘲
的
形
態
 

：

三
0

(

四
五
六)

.

.

.

.■
- 

-
-
:
•
•
• 

/ 

■ 

■ 

■ 

• 

> 

- 

.
- 

.
.

.

.

.

.的
分
析
を
行
は
ず"
單
に
そ
の
際
坐
起
す
る
現
象
を
記
述
す.る
に
と
^
ま
.る
。
即
ち
日
く 

o
f最
好
況
は
企
業
欲.が
非
常
.に
强
ま
り
、
そ

.

-
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-
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. 

- 

. 

■  
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■
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■ 
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. ■  

.-.
■

」

圓

；

の
結
银
資
本
需
要
が
貸
付
利
子
を
騰
貴
せ
し
め
る
場
合
に
現
は
れ
る
.0
好
況
諸
現
象
の
獲
は
自
ら
展
開
し
、
そ
し
て
そ
の
際
*
轉
つ 

て
行
く
議
磨
の
如
く
*
各
廻
轉
は
そ
の
嵩.が
堦
大
さ
^

•
即
ち
資
本
投
下
の
增
太|

財

.«
;
消

費

容

大

一
^
價
格
.の

騰

貴

七

刹

.聞
 

の
增
大
竝
び
に
生
產
と
廣_

成
の
增
大——

又
新
た
に
資
本
投F
の
增
大
が
始
ま
る
等
々

』
(

8

と
。
斯
く
彼
は
資
本
投
下
の
會
大 

が
自
W
的
に
順
次
に
價
格1

貝
や
利
潤
の
增
大
、
更
に
新
た
な
資
本
投
下
の
增
大
を
惹
き
起
す
と
說
明
す
る

•が
、
常
に
必
ず
し
も
資
本

.
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授
下
-の
增
大
が
斯
か
る
諸
現
象
を
惹
き
起
す
と
は
限
ら
ず
、
決
し
て
雨
者
の
必
然
的
關
聯
を
說
明
し
て
ゐ
な
い

o 
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第
三
に
彼
は
何
故
に
好
況
が
中
斷
さ
れ
、
過
剩
坐
產
が
坐
ず
る
か

Q

問
題
を
說
明
す
る
。
即

ちi -
況
は
凡
ゆ
る
事
情
の
下
に
於
て

過
剩
生
產
に
終
る
こ
と
を
見
出
す

』
(

独
.こ
と
。
と
こ
ろ
で『

過
剩
坐
產
の
說
明
は
、
直
接
過
剩
生
產
が
問
題
で
は
な
く
•
寧
ろ
特
殊

な
過
_
生
產
が
問
題
で
あ
る
為
ふ
こA
か
A

s
發
し
な
け
れ
ば
な
ら5。

出
發
點
と
中
心
點
を
な
す

Q

は
間
接
消
費
財
と
收
益
財
と

で
あ
る』

(

註
ニ
5
と

.0
然
ら
ば
過
剩
生
產
が
そ
れ
か
ら
起
り
、
又
過
剩
坐
產
の
^
心
を
な
す
所
の
間
接
消
赞
財
と
收
益
財
と
は
如
何
な

る
財
貨
で
あ
る
か
。
彼
の'規
定
ず
る
所
に
據
れ
ば

T

こ
れ
等
收
益
財
は(

鑛
山
、
精
錬
所
、
機
械
製
造

H

場
、
'煉
瓦H

場

で

盡

す

る)

生
應
寺
段
.力
.
又(

訪
績
工
場
織
布
工
場
、
製
粉
工
場
、
バ
，
ン
燒
肌
で
坐
產
す
る

〕

享
樂
手
段
か
-
孰
れ
，に
せ
ょ
，と
に
か
く
新
た
な
財 

、

.
>

.>
^

::
^
_

_
灌
設
«
-'
^
至
比
:1
道
>(

住
_

* ;
道

ロ

：
璧

栽

慚

等
€;
か

馨
—

^>
'«
>
货

扮
_

^-

つ
の
が
間
接
的
消
費

<

鐵
、
右
炭
，
煉
瓦
、
セ
メ
ン
ト
、
木
材

)

で
あ
り
、
即
ち
間
接
的
と
一

k

ふ
の
.は
、
そ
の
消
赀
が
他
の
財
貨
形
態
を

迓
1

!

し
て
初
め
て
飲
隹
を
充
足
す
る
：に
至
る
か
ら
で
ぁ
る

|0
» ;

か
る
坐
產
設
備
及.
び
利
用
設
備
の
爲.
の
諸
股
料
过
直
接
消
耗
さ
れ
得
ず
、 

■

场
ろ
物
的
財
貨
や
一‘水
續
例
便
益
を
與
へ
る
所
の

(

機
械
、
住
{

モ
等)

の
中
間
財
を
介
し
て
欲
望{7
>
.
.

充
足
に
役
立
っ
の
で
ぁ
る
。
そ
れ
故
收 

益
財
と
は
資
本
財0

的
の
生
產
設
備
と
享
樂
財
の
內
の
永
續
的
刹
用
設
備
を
含
む

』

ハ
能
三
；>
と
9
_
.
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と
こ
ろ
で
こ
れ
等
收
益
財
と
間
接
消
費
財
と
は
營
利
資
本
に
ょ
つ
セ
購
人
さ

-^
可
き
も
の
で
ぁ
る
と
。
即
ち
日
く
 

0

『

收
益
財
の
^
役

刀
至
購
入
は
直
接
所
得
に.;*
つ
.て
な
さ
-^
.ず
、'
.寧

ろ

，
資

本

化

さ

れ

た

所

得

*
即
ち
營
利
資
本
に̂

づ
て
^-
さ
れ
る
。
そ
れ
故
收
益
財
ゎ

坐
産
に
必
要
な
間
接
消
費
財
も
亦
そ
の
販
賣
は
永
續
的
資
本
投
下
に
依

#
し
て
居
る』

(

£

)

ど
。
然
る
に
收
益
財
竝
び
に
間
接
肖
喪

■V 

.

.

.

.

. 

. 

• 

. 

V

 

. .. 

-
-
■
■
■
»

■
■ 

.

財
の
坐
產
と
そ
れ
等
を
購
入
す
る
營
制
資
本
の
形
成
と
の
間
に
調
和
が
得
ら
れ
ぬ
か
ふ
前
者
の
過
剩
生
產
が

起
る
と
。
即

ち『

營
利
資 

本
の
形
成
は
.間
接
消
費
財
の
蛊
產
竝
び
に
收
益
財
の
建
設
と
無
關
係
に
行
は
れ
、
又
反
對
に
後
者
は
.、
企
業
家
が
資
本
形
成
や
資
本
投 

下
傾
向
の
程
度
を
芷
確
に
知
ら
ず
し
て
、
坐
產3れ
る
。
間
接
消
費
財
の
生
產
者
達
と
資
本
家
達
と
が
坐
產
と
營
利
資
本
形
成
と
ヒ
步

.

.
 

調
を
合
せ
ょ
ぅ
と
す
る
と
"
瓦
に
他
を
知
つ
て,»
兩
現
«
が
相
互
に
適
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
°

と
^
ろ
が
斯
か
る
纽
識
を
缺
き
、 

適

合

が

不

.可

能

で

ぁ

る

 

>
ら
ノ
常
に
‘一
方
の
.現
象
が
觉
ち
遲
れ
、
他
が
先
き
走.る

危

險

が

莽

す

る

ヶ

こ

れ

，
は

好

況

，の

最

後

9
ニ

つ
0
段 

へ
階
：に

於

文

_

著

な

事

贺

^
ぁ
る
0
最
好
況
に
は
非
常
に
多X

の
營
利
資
本
が
間
接
消
費
財
を
購
入
を
ん
と
す
る
爲
に
，
後
者
が
不
足
と 

•

景
東
變
動
输
.の
端
初
的
形
態
 

/ 

• 

• 

■

、
三】

.

(

四
£
ヒ
ノ
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贵
，氣'變

動

論

の

，

端

初

的

形

,
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:
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ニ
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四
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缺
乏
を
來
た
^0
*
本
缺
泛
の
熳
後
の
好
视
局:(
1
|
事̂
情
が
«

-'
«

->
>
供

給

さ

れ
,^
間
接
猶
資
財
が
需
要
す
る
營
利
資
本
以'上
に
出
冬
0 

•W
く
て
過
剩
张
產
が
曝
發
す
る

』

•
§)

•と
。
過
剩
坐
菝
爆
發
に
關
す
ジ
以
上
の
說
明
：は
決
し
て
理
論
的
分
析
で

.は
な
く
、
，
戟
に
ッ
ガ 

,
ン
：の
如
く
*
資
本
主
義
：坐
摩
の
無
計
窗
性
な
る
經
驗
的
事
實
越
び
に
好
況
最
後
の

1
:
.
慶

階

に

於

て

：
營

利

资

本

形

^
^

.'
■:費

財

坐

產

相
M
P,
證

鯢

發

胯

：

のM

轉

な

妒

典_

_
熟
_

_
醫

减

訴

；
へ

ぎ

-
註1

刃
が
JJ
-r
バ 

.

:

:

'

,

,

'

'

.
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次
い
：：で
彼
は
營
利',
*
本
1
成
土
收
.益
財
及
ー
び
姻
韻
消
費
財
生
產
の
不
均
衡
發
展
が
何
故
起
る
か
を
說
^

經
驗
的
^̂

韻
察
ょ
り
膝
納
さ
れ
た
典
型
的
現
象
過
程
を
記
述
す
る
に
：士
父
ま
る

0
先
づ
營
利
資
本
形
成.の
_
ょ
り
起
る
卞
均
衡̂: 

.因
に
就
い
て
次
の
や‘ぅ
に
述
べ
て
.ゐ
る
。『

吾
.々
は
®
ホ
缺
乏
の
段
階
に
、
，最
も
蜇
要
な
資
本
投
下
形
態
た
.る
株
式
投
資
9 '
減
退
を 

觀
察
す
る
::
°
連

實
-2
:
れ
は
そ
の
外
面
的
形̂

を
變
べ
#
:

る
0
发

^
ふ

の

：
免

*

の
爲
％
遮
; «
信
：用
が
賴
加
し̂

り
す
^
か
如
で
.あ
り
>
そ
'
0

理
啩
.
資
本
家
達
が
投
資
：の
：危
險.を
恐
れ
、
^
定
利
附
0
貸
借

.選
ぶ
點
に
あ
る
。
然
り
と
雖
も
營
利
資
本
形
成
の
緩
慢
化
乃
至
減
退
が
問
題
と
な
り
得
る
。
熱
病
的

'に

髙

め

ら

.れ

た

坐

產

は

不

利

な

經

,.

 

• .

 

.

 •

 

-

 

•
.

營
に
综
き
、
純

收
益
を
減

少

せし
め
得
る
し
、，
又
努激
力
の
缺
乏
は
賃
銀.を
不
當
‘に
高
め
、
.資
本
形
成
の
.爲
の
利
_
と
能
力
に
不
利
よ'
 

.
へ

影

響-.
$
:及
^
し
得
る』

^
:
4
0;士
。_

方
_
益
財
皮
％
間
接
消: %
漱

=€
>

_

^

.第1

に
：_

接
消
費
財
.0
連

產

激

|

は

大

部

分

非

常

な

時

を

塵

, ^
:
,
:
增

加

允

財
の
•生

產

霧S

斯
か
る
過
度Q

蓄
は
初
め
て
最
新
の
故: ^
に
ょ

つ
.
て

頗

る

容

易

ど

方
り
、
，
又

そ

の

程

度

も

過

.剩
生
產
を
最
4

し

為
い
や
ぅ
な
も
の
と
な
つ
た

』

^

三
にT

收

益

財

の

*
^
な

る

持

續

性

は

そ

れ

が

持

續

的

：

に
.
增

加

す

る

の

危

險

を

.つ

く

る
』

§

一

)

.と

。
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'
以
上
述
へ
來
つ
た
如
く
デ
ュ
グ
ラ
ー
、
ッ

ン

、
シ
ュ
ビ
■丨
ト

ホ
*
-

フ
.の
景
氣
變
動
論
は
生
と
し
て
現
象
記
述
的
方
法
に
畔
へ
、
现 

'
'
.
論

的

識

观

-|
:

^̂-
<

:>
<
?
:
雖
^
: 

_
.彼

等

ヵ

景

氣

變

動

理

論

.

.の

.

..發
«
に

對

し

.
て

な

■'せ
る
.貢

献

.を®く

評
價
す
可
き
で
.は
な
い
.o
.

_

と
^

^

rま
、
'
.
M
 

彼
等
特
に
シ
ュ
ピ
丨
ト
ホ
丨
フ
は
多
數
の
經
驗
的
事
實
を
蓋
し
、
そ
れ
に
ょ
つ
て
景
氣
變
動
繼
の
典
型
的
現
象
形
態
を
明
ら
か 

に
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
謹
論
糨
成
の
装_
材

料

が

與

.
へ

ら

れ

た

か

ら

で

あ
る
。

こ
れ
に
反
し
、
同
じX

I
向
S

す
f

*
景

氣

變
動
證
を
t

.
し
て
理
論
的
に
說
明
せ
ん
と
す
る
者
に.

ル
が
あ
る
。

- 

• 

■ 

• 

_ 

-

.

:

•!
- 

- 

• 

■ 

- 

■ 

. 

, 

• 

. 

- 

.

既
に
述
へ
た
如
く 
.

破
は
経
驗
的
祠
料
の
八
刀
析
に
銮
づ
き
景
氣
變
動
理
論
を
樹
立
せ
ん
と
し
て
ゐ

る
/.
0

經
驗
的
事
實
の
蒐
集
の結
果

、

^
薩

廉

; 1
名

最

翁
.:
.::1

|

1
廉
象
—

: 1
'黑

消

^ :
: 1
:

;

,，
藤

务

1 :
ぞ
現
は
ざ
_

蔽

^
^

變
動
I

す
事
實
i

げ
て
.ゐ
る
。
そ
し
て
と
の
業
的
現
象
面
に
彼
の
利
子
理
論
を
結
び
付
け
、
以
つ
て
自
己
の
最
氣
變
動
理
論
を 

樹
立
し
た
。
：

' 

.

:■
-

,

, 

ノ 

•
,

.

.

.

.

.

い.
• 

•
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••
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. 
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彼
，の
利
子
課 1

に
從
へ
ば
、
資

本

利

子

下

は

、
そ
れ
が
高
か
备
場
合
m
見
込Q

な

ぎ

た

收

益

备

能
f

し
め
る

V 
一

景
 

_

動
输
：秦
端
湖
應
襻：
;:
:
^
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. 

;
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翬
氣
變
動
一
論
の
端
初
的
‘形
邈
 

三

四
■
 

(

H
n

〈

o
v/
.

.

必
然
的
に
資
本
投
下‘の
堉
大
t
齎
ら
す
と
。
從
つ
：てT

不
況
期
に
.I

般
ぬ
行
は
れ
て
.ゐ
る
低
利
率
は
明
ら
か
に
固
定
資
本
の
擴
張
坐
庫 

、へ
.の
强
力
な
刺
戟
と
し
一
一

i

す
。
收
益
が
5

1

?

 

Iが

ょ

り

俄

け

れ

ば

低

爸

麗

資

木

の

價

値f

高
い
の
で
.
 

あ
る
。
そ
れ
故
低
利
_
は
完
成
資
本
の
高
價
格
を
意
味
ず
る
に
外
な
ら
ぬ

.0

從
0
て
俾
利
率
が
持
續
す
る
時
期
に
は
，
-
建
築
や
、
鐵
道 

•

敷
設
や
、
そ
.の
他
大
な
る
固
定
資
本
を
表
は
す
設
備
に
著
手
せ
，ん
と
す
る
企
業
家
達
に
と
つ
て
非
常
な

.利
胸
獲
得
の
見
込
が
生
ず。

:
 

:
故
に
於
て
永
續
的
資
本
財
を
作
る
經
濟
的
可
能
，性
を
與
へ
，
る
，決
定
的
要
因
は
主
と
し
て
利
率
で
あ
る
。
消
費
財
の
不
斷
の
坐
產
に
對
へ 

し
て
は
：
：
利
率
は
多
く
の
場
合
同
一
役
割
灰
演
じ
な
い
。
か
か
る
が
故
に
よ
り
低
い
利
率
の
持
續
は
他
の
坐
產
ょ
り
も
遙
か
著
し
い 

程
度
に
於
て
固
宛
資
本
の
坐
產
を
活
況
な
ら'し
め
、
從
つ
て
叉
吾
々
が
好
況
の
莪
本
的
徴
候
と
名
付
け

I

た
所
の
、
社
. #

的
坐
產
の
重
點 

'

.

:

の
固
定
資
本
性
產
へ.の
移
行
を
徐
々
に
惹
き
起
す
替
で
あ'る』

S)

と
。

•

■ 

..
 

'

■

•

'

 

-
 

,

ら
す
维：！

で
あ
ズ 

1

:

:斯
く」

て
，ょ
り
高
い
利
率
の
持
續
は
固
定
資
本
の
坐
遼
減
退
•を
惹
き
起
す
と
と.が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
れ
に
反
し 

消
費
財
の
组
產
は
金
く
高
利
率
か
ら
同

一

程
の
損
害
を
蒙
ら.な

い

。

こ
，
の

坐

產

が

M
定
資
本
の
生
產
の
減
退
と
共
に
弱
ま
る
と
し
た
な 

ら
ば
、
そ
れ
は
好
況
に
於
け
る
高
利
率
の
直
接
の
結
弗
と
-し
て
^
は
な
く
、’
寧
ろ
二
次
的
の
現
象
と
觀
る
可
き
で
あ
る
。
然
し
髙
利
牵 

.:
の
.
.固
定
資
本
生
産
へ
の
直
接
の
作
用
は
好
況-^
不
況
に
轉
化
^
せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
る

』

，

C

註
し
と
o
. 

、
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註 

Ebsda.. 

s
.
‘

566‘.67. 

•
:

,

 

、
 

,

r
く
の
_
.く
彼
は
景
r
變
酿
の
根
本
原
因
を
利
子
率
の
變
動
に
求
め
、
不
況
か
ら
好
況
へ
の
移
行
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
不,}
I
L⑴ 

の
ょ
り
促
い
利
率
で
あ
り
、
又
好
況
か
ら
不
況
へ
の
移
行
を
.可
能
な
‘
.ち
し
.め
名
の
'は
好
祝
期
0
ょ
り
高
い
利
率
で
あ
る
と
な
す0 
:

:
-
—
に
：
彼

基

截

變

動

の

•

遍
因
友
お
戌
源
條
品
馮
凇
の
變
働
ふ̂
^

を

か

け

る

他

，
の

力

は

第

1

に
蟹
資
本
の
原
料
品
價
格

0

騰
貴
で
.あ
り
、
そ
れ
は
晋

.々が
旣
に
8
 

4
驗
的
事
實
に
於
て)

'觀
た
如 

.く

.
凯
常
に
著
し
い
の
を.常
と
し
、
當
然
固
定
資
本
の
坐
產
續
行
を
頗
る
困
難
な
ら
し
め
る
管
で
あ
る
。
好
況
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る 

:

第
一
：1
0作
用
は
貧
銀
0
騰

貴

炎

ぁ

へ

る

9
龜
契
機
は
固
定
_

_
の

也

產；
^
^
^

*
 

■
 

.
 

,
 

-
 

.
 

.
.
.
.

 

v 

' 

.

.際
計
算
し
た
ょ
り
も
遙
か
髙
い
坐
產
費
を
要
す
で
あ
身
。
好
況
肩
に
殆
ん
ど
例
外
な
き
通
則
を
表
は
す
斯
か
る
，現
象
は
當
然
多
く
の

金
業
む
收
益
能
カ
を
、
恐
ら
く
は
そ
の
經
濟
的
蒙
能
力
す
ら
i
遨
し
く
破
壊
し
、
そ
し
て
明
ら
か
に
企
業
家
活
動
が
更
に
刺
戟
を
與

へ
る
こ
と
が
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
で
又
完
成
さ
れ
た
遵
資
本
の
價
値
も
高
利

.
!
.の
結
果
引
.下
げ
ら
れ
る
と
-
上
記
の
價
格
及
び
贊
銀

::の

■

亦

環

の

騰

貴

姦

び

付

い
.て
好
況
め
强
力
な
ブレ
1

キ
.を
な
す
可
き
こ
と
が
事
實
理
解
さ
れ
る
？
_
'と
れ
等
ブ
レ
！.キ
.を
か
け

る
力
が
異
常
に
强
ヵ
な
，固
定
資
本
の
生
產
、
從
つ
て
又
全
好
況
を
結
局
終
ら
し
め
る
こ
と
は
何
等
不
思
議

•で
は
な
い』

，§

と
0 

註 

wbenda. s. S7-6S. 
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と
こ
ろ
で
以
上
の
ヵ
ッ
セ
ル.の
景
氣
變
動
論
は
银
し
て
理
論
的
に
般
開3
れ
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
か0
ー
兀
來
經
搞
理
論
は
ー
定
激
の 

與
■#
を

邀

し

、
.そ
れ
•か
ら
出
發
し
て
經
濟
法
則
を
推
理
す

o
.

經
濟
翎
論
の
與
件
と
は
、
例
へ
ば
ー
楚
の
欲
望、

-—
.
定
數
置
の
生
霧
要 

素
一
定
の
生
産
技
術
等
の
如
く
，
經
濟
法
則
を
推
理
ず
る
場
合
の
不
河
缺
の
前
提
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
自
身
は
純
經
濟
的
要
素
で
■な 

_
.
'
.
.
景

氣

變

：
動

篇

：の

端

初

的

形

態

. 

' 

三

五，
：
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&
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货

氣

變
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の

端

初

的

形

態

 

* 

, 

甚六人四六

'3 

い
爲
に
、
最
早
經
濟
理
論
に
よ
つ.て
そ
れ
以
上
說
明
し
難
い
も
の•で
，あ
石
。
普

通1

•般
に
斯
か
る
與
件
を
前
提
し
、
且
つ
各
人
が
營
利
：

：

. 

衝
動
に
驅
ら
れ
て
活
動
す
る'と
，
の

假

定
.の
下
に
、
價
楮
や
分
配.の
諸
法
則
を
推
理
す
。

然
る
に
カ
ッ
セ
ル

•は
*
:そ
の
景
氣
變
動
論
に
於
て
、
決
し
て
斯
か
る
现
論
的
推
理
を
芷
し
く
珩
つ
て
ゐ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
"
彼
は 

最
早
そ
れ
以
上
理
論
に
よ
つ.て
說
明
し
難
き
^
柄
を
與
件
と
せ
ず
に
、
當
に
理
論
に
よ
つ
て
，說
明
を
要
す
る
事
柄
を
說
明
の
前
提
と

し
、

從
つ
て
循
環
論
法
に
陷
つ
て
ゐ
る
か
ら
で.あ
る
。

第
一
に
彼
は
全
理
論
の
出
發
點
と
し
て

『

不
況
期
に」

般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
低
利
率

J
、

を
前
提
す
。
然
し
そ
れ
は
決
し
て
與
件
た
り.
 

得
ず
、
寧
ろ
不
況
期
に
你
故
做
利
率
が
成
立
す
る
か
を
理
論
的
に
說
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
も
拘
ら
ず
、
彼
は
こ
れ
を
理
論 

的
に
說
明
す
石
こ
と.な
く
、
單
に
經
驗
的
事
實
か
ら
と
り
來
つ
て
ゐ
る
.に
と
^
.ま
る
。

第1
1

に
彼
は
不
況
か
ら
好
況
へ
の
轉
換
を
可
能
な
ら
し
め
；る
低
利
率
が
何
故
好
況
か
ら
不
況
べ
の
轉
換
を
可
能
な
ら
し
め
各
高
利
率

，

に
移
行
す
る
か
を
說
明
す
る
場
合
に
も
、
.正
し
い
理
論
的
推
理
が
行
は
れ
ず•
屢
々
經
驗
的
.事
實
.の
揷
A
に
よ
つ
.，
て

：
理

論

的

推

理

が

中

：

.: 

斷
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
假
り
に
不
況
期
に
低
利
率
の
成
立
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
說
明
さ
れ
る
と
す
れ
ば
？
そ
れ
に
次
い
で
、

^
ッ
セ
：

ル
が
な
し
^
如
く
、
低
利
率
か
ら
固
定
資
本
の
坐
產
擴
張
を
理
論
的
に
推
理
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
：る

.。

.然
1>
裒
に
：1
_
,
步
を
進
め
>(

固

：

.

ぐ,.
;
\.
.
'
':.
.

.

:

.

.
為
'

:

:
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.■

宛
资
本
の
坐
產
櫥
張
か
ら
次
い
で
高
利
率
の
成
立
.を
理
論
的
.に
推
理
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
何
と.な

れ

ば

•
：
.
純

理

論

的

：
に

は

T

定

の

，
利
 

率
ば
資
本
に
對
す
る
需
要
と
供
給
を
均
衡
さ
せ
名
に
茧
る
こ
と
を
推
理
し
得
る
に
と

C
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
カ
ッ
、セ
ル
が
固

宛
.： 

資

本

の

生

產

擴

張

：に

次

\>
>
'セ
.高
利
率
、の

成

立

を

說

ぃ

で

ね

备

:.
■

m

へ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。一

痛

S

Q
成
立S

前

管

れ
X
ば
、
そ
れ
か
‘ら

是

犁

置

を

奮

し

て

，
麗

資

本q

生

讓
 

叱
か
ら
そ
の
瓶
少.を

從

つ

て

不

況

へ

の

轉

換

を

推

理

す

る

こ

と

，
は

.可
能
で
あ
る
。

能
I

合
に
は
こ
の
經
驗
的
事
貲
に
そS

路
を
求
め
て
ゐ
るo 

A
J

の
こ
と
は
彼
の
次
の
騎
に
明
瞭
に
現
は
れ
て
ゐ
今

『

固
定
資
本

の
生
蒙
そ
れ
以
前
の
最
高
點
以
下
に
とI

つ
て
ゐ
る
f

、
.利
率
は
低
落
麗
を
續
け
、.そ
れ
は
資
本
投
下I

さ
ん
と
ず
る
公

衆
竝
び
に
企
8

達
に
益
々
强
く
新
企
業
設
立
の
刺
戟
を
與
へ
る
。
と
こ
ろ
で
I

率
の
こ
の
皮
作
用
が
現
は
れ
、-從

っ

て

遵

，

の
生
產
、が
先
.の
最
高
點
以
上
に̂

は
じ
め
|

、
利f

ば
同
様
に
-ぞ

の

麗

方

向
U

が

、

然

し

二

、
.
觉

期

器

ほ

霧

に

专

ま

り
、>

8

客

|

‘つ

た

上

跫

强
5
ブ
レ
1
中

态

け

る
.こ

含

出

來

な
5
。
又
吾
5

硏
究
は
利
率
が
妻
丁
度
不
況
の
終
り

に
そ
の
最
造
に
達
し
、'

上
！：

升

期

に

は

最

初

徐

，
々
に
，
高

ま

り

、
，
終

に

本

來

の

好

況

期

に

著
し
く
響

す

る

こ
|

示
し
た』

S

)

ふ
。

ミ
の
利
率
の
變
動
に
關
す
る
彼
の
說
叫
は
中
；と
し
て
經
驗
的
^
實
上
り
の
歸
納
に
と

V

ま
り
3

決
し
て
精
確
.な
现
論
的
說
明
で
は
ま

(

。
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;
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景
氣
變
動
输
'の
端
初
的
形
態7

■

.
ヨ

八

(

四
六
四
：

>

ん
と
し
て
ゐ
る
0
,即
ち
實
際
€>
.購
買
カ
と
し
て
(9
蓄
積
資
本
を
塞
礎
と
し
、
そ
の
上
に
吏
に
附
加
的
購
買
カ
と
し
て
苞
大
な
信
用
が
創

. 

• 

■ 

. ' 

. 

. 

, 

. 

•

造
さ
れ
る
故
、1

般
物
價
の
騰
貴
が
起
る
と
。
と
こ
ろ.で
レ
デ
ラ
ー
に
據
れ.ば
、
附
加
的
購
賈
力
の
價
格
に
對
す
る
作
和
は
決
し
て

1

 

觀
で
は
な
く
、
'•寧
ろ
夫
々
，の
懷
格
類
は
異
つ
た
彈
カ
性
を
承
す
と

o
彼
の
區
分
に
從
へ
ば* 

' 

'
'

.1

，
原
料
品
價
格_

;

最
大
の
，彈
ヵ
性
を
示
す
、
特
に
を
れ
等
が
取
引
所
に
於
て
寶
買
さ
れ
各
場
合
然
り
，

ニ
、
売
成
品
價
将
：-
よ
b
小
な
る
輝
力
性
を
示
す
、
，

 

-

.

.三
、
勞
務
に
斜
す
る
價
格

(
賛
銀)

丨
丨
更
に
小
な
る
弾
力
性
を
於
す、

,

.

‘

，

’

.;
/
_
ポ
被
欲
_

求
：左«
■
«
給

«
齋
，
胜
_
部
各
：_

豪

お
 

—
本
视
泡
凇
對
賴
ふ■
格(

：_
代
、一*
期

爵

：に
響
量
き
安
收
天
幾

)

^

’
こ
の
價
格
の
彈
九
性6
階
層
は
同
時
に
所
得0
階
層
に
相
’應
す
3
扨
て
附
加
的
膦
買
ヵ
が
流
入
す
る
結
果"
價

格

の

騰

貴

が

現

は

れ

.
一 

る
が
、
こ
れ
は
勞
務
に
對
す
る
價
格
に
は
最
も
少
く

•
企
業
家
利
潤
に
は
可
成
り
蒂
し
く
、
原
料
ロ
rt
i
i坐
產
に
は
最
も
著
し
く
現
は
れ
る6 

と
こ
ろ
で
利
潤
が
增
加
し
て
も
、
そ
れ
に
相
應
し
て
，企
業
家
の
消
費
が
增
加
し
な
い
か
ら
、
そ

,<
0
剩
餘
は
蓄
横
さ
れ
、
斑
に
坐
產
擴
張 

に
、
特
に
原
料
品
の
坐
產
擴
張
に
投
下
さ
れ
る
辔
で
あ
る
と
'
救
に
.於
て
レ
デ
ラ
ー
は
マ
ル
タ
，

K

の
邢
語
に
倣
つ
て
、
次
の
如
く
結
論 

す
。f

そ
れ
故
斯
か
る
.事
情
の
下
に
、あ
つ
て.は

、
，
蓄

！

g

は「

餘
り
に
急
速
に」

進
，行
す
る
笹
で
あ
り
、
即
ち
資
本
は
蕻
實
襲
さ
れ
た
も
の 

と
し
て
現
は
れ
、
從
つ
て
生
、產
設
備
は
擴
張
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
有
籼
な
設
備
に
ょ
つ
て
國
段
經
濟
上

「

利
潤
の
終
局
的
實
現」

の
可
能
性 

が
全
然
興
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
點
に
達
す
る
哲
で
あ
る

』

f

i

cと
。
斯
く
の
如
く
レ.デ
ラ
.丨
は
景
氣
上
昇
の
行
詰
妙
と
、
不
況
べ0
轉

1

換

を

餘

々

に

：
急

速

為

蓄

積

：
に

ょ

る

原

料

品

生

產

部

門

、
：
：
挺

つ

て

：
生

產

.手

殺

：
の
：
坐

產

部

門

の

.不
均
衡
發
展
：に
求
め
て
ゐ
る
。
然
し
彼
は 

の
不
均
衡
潑
展
を
、
從
來
多
く
：の
恐
慌
論
が
假
定
ず
る
如
く

 T

見
透
し
.を
缺
く
と
か
、
誤
つ
た
、̂I

K

ふ
の
は
ょ
り
不
合
理
な
處
镫
の 

結
果』

®

6
と

着
做
す
こ
と
を
否
定
す
。
若
，し
企
業
家
活
動
の
不
合
理
.胜
を
前
提
と
す
^
時
は
、
決
し
て
恐
慌
の
私
然
法
則
を
推
理 

十
る
こ
と
は
出
來
ず
、.單
に
偶
然
性
を
云
々
.し
得
る
に
と̂'
ま
る
か
ら
で
あ
る
.0
寧
ろ
狹
は
.
.

『

斯
か
る
處
分
は「

經
濟
上」

'

し̂
い
.の
で 

あ
り
、
そ
の
上
必
然
的•で
^
あ
る』

と
み
る
。
そ
の■理
由
と
.す
る
，■所
は
.
.

『

茈
に
國
民
經
濟
0
展
開
過
程
.
€狀
況
と
速
度
は
所
得
階
賸0 

作
用
で
あ
.り
、
後
者
は
更
に
價
格
體
系
の
作
用
で
あ
，る

』
(

詫
ー5

か
ら
で
あ
る
と
。
，そ
れ
故
レ
デ
ラ
ー
の
理
論
ょ
り
す
れ
ば
、
周
期
的 

に
好
況
を
不
況
に
轉
換
せ
し
め
る
根
本
原
因
は
坐
產
の
不
均
衡
發
展
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
こ
の
不
均
衡
發
展
を
齎
ら
す
所
得
分 

配
の
不
：均
«

發
：展

、：_

時
：に
價
格
の
不
均
衡
變
動
ぶ
原
料
品
價
精€>
'
'急

騰

：
、
：
：
科

潤

わ
 

る
。
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J

一
毫
況
一
か
_

^
證

_
土

：
昴

べ0
轉
紙
玄
齋
ず
る
：_

_
て

福

<
廣

ぱ

各

齡
一
ヘ
；
；
る

々

«
梢
は
_
::
«
-の
«
壞
後
倔
落
す
&
;於
，

.«
格
騰
*
の
«
隹

顏

_
.取
以
と
：餘

格̂
^

黎
運
動
は
平
行
し
て
行
は
れ
ず-
，寧
ろ
最
も
弾
力
挫
あ
る
債
格
類
に
最
も
跺
く
現
は
れ
る
と
。
そ
.の
镓
非
弾
カ
的
‘な
價
1
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貧
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.し
。

，
.
.
w 

：

ニ
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姻
 

0
.
.
.
:

©.
購
貿
カ
は
.徐
々
に
.高
ま
り
、
名
目
貨
銀
そ
の
，も
の
ば
尙
ほ
低
落
を
續
け
义
際
に
於
て
も

T

新
た
な
繁
榮
の
出
發
と
な
る
可
能
性
が
虫 

み
出
名
れ
る』

と
。
そ
れ
故
.レ
デ
ラ
ー
の
理.論
に
於
.て
は
、
賃
銀
所
得
龀
び
に
特
に
俸
給
や
利
子
所
得
等
の
此
較
的
非
微
ヵ
的
な 

:

價
凇
類
：根

經

濟

循

環

杉

安

定

化

す

輿

素

戈

::そ

■
等
說
_
實

还

泥

期

離

親

の

：
傲

i

'w
Q
離
賢
が
增
#
を
逋 

.轉
換
を
，可
能
な
ら
し
め
、
又
他
方
好
況
の
崩
瓌
後
惯
秸
の
無
限
の
您
落
を
防
止
し
、
斯
く

.て
經
濟
の
根
底
か
ら
の.破
瓌
に
對
す
.る
防
璧
：
 

を
な
す
と
。.

.
”

註 

Ebenda.

co
'
.
l
.

茲
に
於
て
吾
々
は
力
，
セ
ル
に
對
し
て
な
し
た
と
同
様
の
批
判
を
レ
デ
ラ
ー
に
對
し
て
も
加
べ
得
る
。

第
.一
に
彼
は
旣
に
景
氣
上
昇
が
始.
.つ
て
ゐ
る
と
(0
-
前
提
か
ら
出
發
す
る
が> 
景
氣
上
#-
そ
の
も
の
が
叉
說
明
を
要
す
可
き
こ
と
で
、 

即
ち
說
明
す
可
き
こ
と
を
說
明
の
前
提
と
す
る
循
環
論
法
に
陷
つ
て
.ゐ
る
。
‘ 

.

第
！.一
に
彼
は
理
論
的
推
理
を
常
に
そ
れ
自
身
說
明
を
要
す
.る
經
‘驗
的
事
實
，の
揷
入
に
ょ
つ
て
中
斷
し
て
ゐ
石
。
•
.即
ち
景
氣
上
#—

好|

況
P
そ
の
珩
詰
り
の
過
瑕
を
說
明
す
る
際
、
上
昇
期
にlfe
物
價
の
騰
貴
か
ら
賃
銀
及
び#
給
が
と
り
殘
さ
れf

l
K

ふ
こ
と
を
前
提

'
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發
し
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ゐ
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す
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さ
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落
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、
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概
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暴
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に
あ
つ
て
は
、
そ
の
與
件
は
經
驗
的
事
實
か
ら
抽
象
し
來
つ
た
も
の
で
ば
あ
る
が
、
そ
れ
は
當
該
理
論
に
よ
つ
て
は
最
早
說
明
し
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ざ
る
も
の
に
限
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、‘そ
の
理
論
に
よ
つ
て
說
明
を
要
す
る
事
柄
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て
は
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そ
の
解
決
の
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方
は
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論
的
推
理
を
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驗
狗
事
實
の
揷
入
に
よ
つ
て
中
斷
し
て
ゐ
る
。
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そ
の
結
果
は
，當
然
與
體
的
現
實
を
理
解
せ
ん
と
す
る
欲
望
に
滿
足
を
與
へ
る
こ
と
も

出
來
な
か
タ
た
し
、.又
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則
r
設
定
す
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と
も
出
來
な
か
つ
た
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